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● 用紙の大きさは、33×50cm 以上 50×60cm 以下の画用紙を使用。
● ポスターには、どの言語であれ、言葉や数字を使ってはならない。
● 鉛筆・クレヨン・マジックペン・絵の具・チョ－クなどを使うことができる。
● 立体作品は受け付けない。のり・テープ・ホッチキスなどいかなる物も添付できない。
● 応募作品は、郵送用の筒に巻いて入れられるように柔軟性のある物でなければならない。
● 生徒一人につき１点だけ提出できます。単独で描いたものに限ります。
● 写真を用いてはならない。コンピューターで制作してはならない。

応 募 規 程

応 募 締 切

2024年11月15日に
11歳、12歳または13歳になっている児童・生徒
（有資格の誕生日は2010年11月16日から2013年11月15日）

2024-2025年度

2024 年 11月 15日（金）

応募できる方

◆テーマ 限りない平和

国際平和ポスターコンテスト第37回

2024 ～ 2025 年度
ライオンズ国際協会
336-Ａ地区　坂出キャビネット事務局

山内　咲和
松山市立南第二中学校 1年

コ メ ン ト：世界中に笑顔が広がり、みんなが平和に楽しく過ごせることを
　　　　　　思いながら描きました。
スポンサー：松山湯築ライオンズクラブ（1R2Z）

ライオンズ国際平和ポスター・コンテストをスポンサーしてくださり、ありがとうござ
います !このコンテストは、地域の子どもたちと共に、平和、寛容さ、国際理解を推進
する素晴らしい機会です。平和を考え、それが自分たちにとって何を意味するかを独
創的に表現し、その独自のビジョンを世界の人々と分かち合うことを、11歳から13歳
の子どもたちに奨励します。

平和ポスター・コンテストの審査
各ポスターは、独創性、芸術性、テーマをどう表現しているかについて審査されます。
ポスターは、地域、地区、複数地区、そして国際的なレベルと、いくつかの段階で審査
されます。国際レベルでは、芸術、平和、青少年、教育、マスコミの各分野から選ばれた
審査員が、1人の大賞受賞者と23人の優秀賞受賞者を決定します。

●1名の国際大賞受賞者には5,000ドルが授与され、特別授賞式に招待されます。
●23名の優秀賞受賞者には、それぞれ500米ドルの賞金と表彰状が贈られます。
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We Serve

平和ポスター・コンテストは30年以上の歴史があるプログラムで、世界各国のライオンズクラブが11歳から13歳の子どもたちを
対象に実施する芸術コンテストです。日々 のニュースで戦争の恐ろしさや平和の大切さを実感している今こそ、平和ポスター・
コンテストを通じて地域の子供たちに平和について考え、自らのビジョンを表現する機会を提供しませんか？

336-A地区 最優秀賞
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■ ガバナー・地区役員挨拶 

336-A地区ガバナースローガン
国際会長テーマ、メッセージ

336-A地区ガバナー 所信
336-A地区LCIF･ミッション1.5･地区分割について
336-A地区副地区ガバナー
336-A地区名誉顧問会
336-A地区キャビネット幹事･会計
336-A地区コーディネーター
リジョン･チェアパーソン
ゾーン･チェアパーソン･地区ガバナー公式訪問
チーム･常設委員会
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We Serve
（我々は奉仕する）

国際会長メッセージ

足跡をしるす

2024～2025年度
ライオンズクラブ国際協会会長

ファブリシオ・オリベイラ
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336-A地区アラートセミナーの開催について
地区年次大会のご案内
周年行事予定一覧
地区ガバナーズ･アワードについて
地区ガバナーズ･アワードの種類
336-A地区組織表
336-A地区会員現況
キャビネットスタッフ･編集後記
国際平和ポスターコンテスト募集要項

ガバナーキーワード 躍 進

1

336-A地区 2024～2025年度

ガバナースローガン

地区スローガン 地球を守る、人を護る

自信と誇りをもって
　　　　　　 ウィサーブ

撮影：亀山 茂雄（三豊LC）
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We Serve

　世界規模及び地域で行われる飢餓等大規模人道奉仕事業、
大規模災害援助事業に取り組むライオンズを援助すべく、
1968年ライオンズクラブ国際財団（LCIF）が設立されました。
国際財団本部から世界を俯瞰し、世界各地のニーズに応える
事が即ち世界平和と地球環境保全に繋がると確信致します。
　そのニーズが日本においては西日本豪雨災害であり、能登
半島地震支援等々であります。
　ことほど左様にLCIFは支援するだけでなく、支援を受ける
ことも出来る訳です。加えて地区シェアリング、クラブシェアリン
グもある身近な存在です。更に世界の、日本の、四国の将来への
投資でもあります。
　山﨑前地区ガバナーは地区目標を40万ドルに設定しました
がなんと49万ドル達成しました。誠に見事であります。今期は
44.8万ドルを目標と致します。　　　　　　
　その根拠は4,300名の正会員様が50ドル献金して下されば、
215,000ドルになります。更に233名が1,000ドルのMJFをして
下されば233,000ドルが達成できます。合わせて448,000ドルに
なります。
　先ず1つ目は足元の336-A地区内でLCIF 0クラブが17クラ
ブありますがご理解をいただきましてゼロにすることです。
　2つ目は20ドル、50ドル、100ドル、1,000ドルと支援の金額は

違ってもその志、価値は同じだと思います。出来れば
地区役員になった記念に、又クラブ役員に就任した

記念に、加えて何かの記念に皆様が1,000ドル
MJFをして下されば幸甚に存じます。

　地区分割について皆様にご相談致します。
　地区名誉顧問会のよくある議題の一つが336-A地区の分割と
336複合地区からの独立であります。ご承知の通り336-A地区は
四国4県で構成されています。
　そして複合地区は、336-A四国、336-B岡山･鳥取、336-C広島、
336-D山口･島根の4つの準地区で構成されています。
　そこで今期は地区名誉顧問会の思いを受け、四国で2つの準地
区構想を立ち上げたいと思います。
　準地区は35クラブ、そして1,250名で承認されます。例えば、高知
と愛媛を1つの準地区とし、徳島と香川でもう1つの準地区を作ると
いうことです。クラブ数、会員数に問題はありません。メリットは、各
リジョンでガバナー輩出がし易くなる事です。そして顔も名前もすぐ
判る身近な人が、ガバナーに選出されます。
　四国は東西300㎞あります。2つに分ければ移動時間も短縮され
ます。交通費の削減にも繋がります。2つの準地区を作ればキャビ
ネットの固定化は可能か、あるいはガバナーの選出はどの様なロー
テーションになるか、このあたりを名誉顧問会で充分練っていただ
き、先ずは２分割を第一義とし、次に複合地区からの独立の筋道を
つけて参りたく思います。
　キャビネット会議で議論を重ね、各クラブにお伝えし、第3回キャビ
ネット会議で地区年次大会に上程するかどうかを計りたいと思って
おります。

　パティヒル前国際会長はミッション1.5を発出致しました。
　これは2023.7.1～2027.7.1までの4年間で世界の会員様
137万人を150万人にすると云う画期的なチャレンジでありま
す。その主旨、目的は只今世界各地からLCに対して支援の
要請、奉仕の要請が山程届いているそうであります。それに
隈なく応える為には、150万人の会員様が必要不可欠の結論に
達した訳であります。
　只今世界各地で会員拡大が実践されております。
　山﨑前地区ガバナーはこれを絶好の機会と捉え、336-A地区
全クラブに対し純増１名をお願い致しました。私もこれを継承致
します。更にZCには１つのクラブ支部結成をお願い致します。
　2016年～2017年真鍋地区名誉顧問は、66名の会員を拡大
し6,171名になりました。それ以降、会員皆様は会員拡大に全力
を尽くして下さっていますが減る一方であります。要因は多々あ
ると思いますが、一昨年は5,028名になりました。なんと、1,043名
の減です。エクステンションも0であります。今こそ336-A地区心
機一転、内向きを打破し前進する機と存じます。
　今期、ミッション1.5は2期目になります。LCの最大の奉仕は
新会員をスポンサーする事であり、会員拡大が喫緊の課題
です。会員拡大はクラブ運営の強靭化、Z、R、そして地区運営
の強靭化に直結します。今期2つのクラブエクステンションと
純増134名が目標です。主役は皆様です。本年度を
躍進の年に致したく存じます。
　また忘れてならないのが居心地のいい例会
と運営、楽しく有意義で地域の皆様が共感し
て下さる社会奉仕であります。それによって
退会者を減らし、入会者を増やします。
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の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
市
民
か
ら
支
持

を
得
る
社
会
奉
仕
は
会
員
の
充
足
感

を
満
た
し
自
信
と
誇
り
に
繋
が
り
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ

て
参
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
常
に
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
応
え
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

③
指
導
力
育
成

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
1
0
7
年

の
歴
史
を
誇
る
世
界
最
大
の
奉
仕
団

体
で
す
。
1
0
7
年
の
歴
史
を
振
り

返
る
と
そ
こ
は
常
に
次
世
代
へ
の
伝

統
と
文
化
の
継
承
、
更
に
は
あ
く
な

き
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
続
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
我
々
は
今
、
歴
史
に
学
び
先
人
に

感
謝
し
、
日
に
日
に
新
た
に
1
5
0

年
の
歴
史
、
2
0
0
年
の
歴
史
に
向

か
っ
て
前
進
し
て
参
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
指
導
力
育
成
に
資
す
る
新
会
員
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
研
修
会
は
必
須
の
ア
イ
テ
ム

で
す
。

　
先
ず
は
例
会
に
出
席
し
、
仲
間
達

と
語
り
合
い
、
奉
仕
活
動
に
参
加
し 

市
民
と
接
す
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
始
ま
り
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

④
L
C
I
F
は
世
界
に
困
っ
て
い

る
人
の
い
る
限
り
世
界
に
困
っ
て

い
る
所
が
あ
る
限
り
必
要
不
可
欠

で
あ
り
ま
す

　
今
や
世
界
中
で
激
甚
災
害
が
発
生

し
災
害
支
援
、
人
道
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
西
日
本
豪
雨
災
害
は

西
日
本
の
み
な
ら
ず
全
国
に
及
び
ま

し
た
。

　
L
C
I
F
は
西
日
本
豪
雨
災
害
に

1
億
2
0
0
0
万
円
の
交
付
金
を
拠

出
し
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
能
登
半

島
地
震
直
後
に
も
緊
急
支
援
金
が
拠

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
又
L
C
I
F
は
、
地
区
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
、
ク
ラ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
あ
り
支

援
す
る
だ
け
で
な
く
支
援
を
受
け
る

こ
と
も
出
来
る
身
近
な
存
在
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
記
念
事
業
等
で
ク
ラ
ブ

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交
付
金
を
大
い
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は

皆
様
と
共
に
あ
り
ま
す
。

　
以
上
を
念
頭
に
会
員
の
皆
様
と
知

恵
を
出
し
、
汗
を
流
し
、
共
に
手
を

携
え
て
3
3
6
―
A
地
区
は
申
す
ま

で
も
な
く
M
D
発
展
に
全
力
を
尽
く

し
て
参
り
ま
す
。

ライオンズクラブの普遍的テーマは
会員拡大、社会奉仕、指導力育成、LCIFであります

LCIF

地区分割

ミッション1.5

1Ｒ　　→　　17人
2Ｒ　　→　　17人
3Ｒ　　→　　13人
4Ｒ　　→　　21人
5Ｒ　　→　　13人
6Ｒ　　→　　14人
7Ｒ　　→　　14人
8Ｒ　　→　　13人
9Ｒ　　→　　12人

各リジョン 純増目標

【ライオン歴】
1987年度 坂出白峰LC入会

2002～2003年 クラブ会長

2006～2007年
地区青少年・LCIF・
市民奉仕・児童奉仕委員

2007～2008年 5R-1Z ゾーンチェアパーソン

2008～2009年 地区キャビネット幹事

2009～2010年 MD336事務局運営委員長

2010～2011年 クラブ結成45周年大会委員長

2011～2022年 クラブ理事

2022～2023年 第二副地区ガバナー

2023～2024年 第一副地区ガバナー

336-A地区ガバナー所信
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We Serve

　世界規模及び地域で行われる飢餓等大規模人道奉仕事業、
大規模災害援助事業に取り組むライオンズを援助すべく、
1968年ライオンズクラブ国際財団（LCIF）が設立されました。
国際財団本部から世界を俯瞰し、世界各地のニーズに応える
事が即ち世界平和と地球環境保全に繋がると確信致します。
　そのニーズが日本においては西日本豪雨災害であり、能登
半島地震支援等々であります。
　ことほど左様にLCIFは支援するだけでなく、支援を受ける
ことも出来る訳です。加えて地区シェアリング、クラブシェアリン
グもある身近な存在です。更に世界の、日本の、四国の将来への
投資でもあります。
　山﨑前地区ガバナーは地区目標を40万ドルに設定しました
がなんと49万ドル達成しました。誠に見事であります。今期は
44.8万ドルを目標と致します。　　　　　　
　その根拠は4,300名の正会員様が50ドル献金して下されば、
215,000ドルになります。更に233名が1,000ドルのMJFをして
下されば233,000ドルが達成できます。合わせて448,000ドルに
なります。
　先ず1つ目は足元の336-A地区内でLCIF 0クラブが17クラ
ブありますがご理解をいただきましてゼロにすることです。
　2つ目は20ドル、50ドル、100ドル、1,000ドルと支援の金額は

違ってもその志、価値は同じだと思います。出来れば
地区役員になった記念に、又クラブ役員に就任した

記念に、加えて何かの記念に皆様が1,000ドル
MJFをして下されば幸甚に存じます。

　地区分割について皆様にご相談致します。
　地区名誉顧問会のよくある議題の一つが336-A地区の分割と
336複合地区からの独立であります。ご承知の通り336-A地区は
四国4県で構成されています。
　そして複合地区は、336-A四国、336-B岡山･鳥取、336-C広島、
336-D山口･島根の4つの準地区で構成されています。
　そこで今期は地区名誉顧問会の思いを受け、四国で2つの準地
区構想を立ち上げたいと思います。
　準地区は35クラブ、そして1,250名で承認されます。例えば、高知
と愛媛を1つの準地区とし、徳島と香川でもう1つの準地区を作ると
いうことです。クラブ数、会員数に問題はありません。メリットは、各
リジョンでガバナー輩出がし易くなる事です。そして顔も名前もすぐ
判る身近な人が、ガバナーに選出されます。
　四国は東西300㎞あります。2つに分ければ移動時間も短縮され
ます。交通費の削減にも繋がります。2つの準地区を作ればキャビ
ネットの固定化は可能か、あるいはガバナーの選出はどの様なロー
テーションになるか、このあたりを名誉顧問会で充分練っていただ
き、先ずは２分割を第一義とし、次に複合地区からの独立の筋道を
つけて参りたく思います。
　キャビネット会議で議論を重ね、各クラブにお伝えし、第3回キャビ
ネット会議で地区年次大会に上程するかどうかを計りたいと思って
おります。

　パティヒル前国際会長はミッション1.5を発出致しました。
　これは2023.7.1～2027.7.1までの4年間で世界の会員様
137万人を150万人にすると云う画期的なチャレンジでありま
す。その主旨、目的は只今世界各地からLCに対して支援の
要請、奉仕の要請が山程届いているそうであります。それに
隈なく応える為には、150万人の会員様が必要不可欠の結論に
達した訳であります。
　只今世界各地で会員拡大が実践されております。
　山﨑前地区ガバナーはこれを絶好の機会と捉え、336-A地区
全クラブに対し純増１名をお願い致しました。私もこれを継承致
します。更にZCには１つのクラブ支部結成をお願い致します。
　2016年～2017年真鍋地区名誉顧問は、66名の会員を拡大
し6,171名になりました。それ以降、会員皆様は会員拡大に全力
を尽くして下さっていますが減る一方であります。要因は多々あ
ると思いますが、一昨年は5,028名になりました。なんと、1,043名
の減です。エクステンションも0であります。今こそ336-A地区心
機一転、内向きを打破し前進する機と存じます。
　今期、ミッション1.5は2期目になります。LCの最大の奉仕は
新会員をスポンサーする事であり、会員拡大が喫緊の課題
です。会員拡大はクラブ運営の強靭化、Z、R、そして地区運営
の強靭化に直結します。今期2つのクラブエクステンションと
純増134名が目標です。主役は皆様です。本年度を
躍進の年に致したく存じます。
　また忘れてならないのが居心地のいい例会
と運営、楽しく有意義で地域の皆様が共感し
て下さる社会奉仕であります。それによって
退会者を減らし、入会者を増やします。
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①
会
員
拡
大
は
ク
ラ
ブ
運
営
の
強

靭
化
と
生
涯
の
友
達
作
り
で
す

　
そ
の
延
長
線
上
に
異
業
種
間
交
流

も
生
ま
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
老
若
男
女
が
集
う
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
人
間
力
向
上
の
場

に
も
な
り
ま
す
。
30
人
の
ク
ラ
ブ
に

入
会
す
れ
ば
一
挙
に
30
人
の
友
達
が

出
来
ま
す
。

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
1
・
5
が
発
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
会
員
拡
大
の
絶
好

の
契
機
と
捉
え
、
推
進
し
て
参
り
た

く
存
じ
ま
す
。

　②
社
会
奉
仕
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
核
心
で

あ
り
ま
す

　
明
る
い
楽
し
い
社
会
奉
仕
の
向
こ

う
に
は
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
大
人
達
の
喜
び
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
市
民
か
ら
支
持

を
得
る
社
会
奉
仕
は
会
員
の
充
足
感

を
満
た
し
自
信
と
誇
り
に
繋
が
り
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ

て
参
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
常
に
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
応
え
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

③
指
導
力
育
成

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
1
0
7
年

の
歴
史
を
誇
る
世
界
最
大
の
奉
仕
団

体
で
す
。
1
0
7
年
の
歴
史
を
振
り

返
る
と
そ
こ
は
常
に
次
世
代
へ
の
伝

統
と
文
化
の
継
承
、
更
に
は
あ
く
な

き
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
続
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
我
々
は
今
、
歴
史
に
学
び
先
人
に

感
謝
し
、
日
に
日
に
新
た
に
1
5
0

年
の
歴
史
、
2
0
0
年
の
歴
史
に
向

か
っ
て
前
進
し
て
参
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
指
導
力
育
成
に
資
す
る
新
会
員
オ

リ
エ
ン
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ー
シ
ョ
ン
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
研
修
会
は
必
須
の
ア
イ
テ
ム

で
す
。

　
先
ず
は
例
会
に
出
席
し
、
仲
間
達

と
語
り
合
い
、
奉
仕
活
動
に
参
加
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市
民
と
接
す
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
始
ま
り
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

④
L
C
I
F
は
世
界
に
困
っ
て
い

る
人
の
い
る
限
り
世
界
に
困
っ
て

い
る
所
が
あ
る
限
り
必
要
不
可
欠

で
あ
り
ま
す

　
今
や
世
界
中
で
激
甚
災
害
が
発
生

し
災
害
支
援
、
人
道
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
西
日
本
豪
雨
災
害
は

西
日
本
の
み
な
ら
ず
全
国
に
及
び
ま

し
た
。

　
L
C
I
F
は
西
日
本
豪
雨
災
害
に

1
億
2
0
0
0
万
円
の
交
付
金
を
拠

出
し
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
能
登
半

島
地
震
直
後
に
も
緊
急
支
援
金
が
拠

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
又
L
C
I
F
は
、
地
区
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
、
ク
ラ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
あ
り
支

援
す
る
だ
け
で
な
く
支
援
を
受
け
る

こ
と
も
出
来
る
身
近
な
存
在
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
記
念
事
業
等
で
ク
ラ
ブ

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交
付
金
を
大
い
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は

皆
様
と
共
に
あ
り
ま
す
。

　
以
上
を
念
頭
に
会
員
の
皆
様
と
知

恵
を
出
し
、
汗
を
流
し
、
共
に
手
を

携
え
て
3
3
6
―
A
地
区
は
申
す
ま

で
も
な
く
M
D
発
展
に
全
力
を
尽
く

し
て
参
り
ま
す
。

ライオンズクラブの普遍的テーマは
会員拡大、社会奉仕、指導力育成、LCIFであります

LCIF

地区分割

ミッション1.5

1Ｒ　　→　　17人
2Ｒ　　→　　17人
3Ｒ　　→　　13人
4Ｒ　　→　　21人
5Ｒ　　→　　13人
6Ｒ　　→　　14人
7Ｒ　　→　　14人
8Ｒ　　→　　13人
9Ｒ　　→　　12人

各リジョン 純増目標

336-A　地区分割（案）
リジョン クラブ数 会員数

愛　媛
1R 17 847
2R 17 687
3R 13 389

計 47クラブ 1,923人

香　川
4R 21 743
5R 13 651

計 34クラブ 1,394人

高　知
6R 14 513
7R 14 496

計 28クラブ 1,009人

徳　島
8R 13 389
9R 12 329

計 25クラブ 718人

1R，2R，3R+6R，7R　⇒ 計75クラブ 2,932人

4R，5R+8R,9R　⇒ 計59クラブ 2,112人

336-A地区 LCIF・ミッション1.5・地区分割について
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8
R
︱
1
Z
徳
島
す
だ
ち
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
向 

和
人
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

第
70
回
地
区
年
次
大
会
に
お
き
ま

し
て
今
期
、
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

に
選
任
頂
き
ま
し
て
誠
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

歴
代
の
ガ
バ
ナ
ー
経
験
者
か
ら
山

﨑
ガ
バ
ナ
ー
、
そ
し
て
石
井
ガ
バ

ナ
ー
へ
と
受
け
継
が
れ
た
思
い
を
絶

や
す
こ
と
な
く
3
3
6
︱
A
地
区
の

発
展
の
た
め
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
達
の
地
域
は
も
と
よ
り
日
本
は

人
口
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り

ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動

も
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
け
れ
ば

存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

奉
仕
と
友
愛
は
変
わ
ら
ぬ
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
精
神
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
現
在
は
多
様
性
の
時
代
で
も

あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
、
ク
ラ
ブ
に
よ

り
様
々
な
か
た
ち
が
あ
っ
て
も
良
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
も
地
区
内
の
皆
様
よ
り
意
見

や
考
え
な
ど
を
、
ご
教
授
頂
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
様

の
発
展
に
繋
が
る
行
動
を
心
が
け
、

一
年
間
全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

　

2
R
︱
1
Z 

新
居
浜
ひ
う
ち
L
C

所
属
の
篠
原
孝
尚
で
す
。

　

4
月
21
日 

高
知
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
、
第
70
回
地
区
年
次
大
会
に
お
い
て

第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
信
任
を
い
た
だ

き
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

石
井
淑
雄
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー

ガ
ン｢

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ

サ
ー
ブ｣

　

キ
ー
ワ
ー
ド｢

躍
進｣

を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
ガ
バ
ナ
ー
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
、
私
も
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
す
。
又
、
向
和
人 

第
一
地
区
ガ

バ
ナ
ー
の
ご
指
導
の
も
と
、
石
井
淑
雄

地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
全
力
で
支
え
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
普
遍
的
テ
ー

マ
は
会
員
拡
大
で
す
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
1
・
5
が
発
出
さ
れ
2

年
目
に
突
入
い
た
し
ま
す
。
今
期
は
26

ゾ
ー
ン
で
、
1
つ
以
上
の
ク
ラ
ブ
支
部

創
設
と
い
う
こ
と
で
、
大
体
1
ク
ラ
ブ

1
名
の
純
増
目
標
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
会
員
数
が
、
急
速
に
減
少
す
る
近

年
で
は
1
年
・
2
年
後
に
な
る
と
1
ク

ラ
ブ
に
1
・
5
人
、
ま
た
3
～
5
年
後

に
は
1
ク
ラ
ブ
会
員
数
1
・
5
倍
に
し

な
い
と
い
け
な
く
な
る
状
態
が
き
て
も

お
か
し
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
1
・
5
の
期
間
が
残
り

3
年
間
ご
ざ
い
ま
す
、
会
員
拡
大
の
絶

好
の
契
機
と
捉
え
今
期
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。「
絶
好
調
」
を
合
言

葉
に
元
気
で
明
る
く
楽
し
い
3
3
6
︱

A
地
区
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
楽

し
い
所
に
は
人
が
集
ま
り
ま
す
。
離
れ

て
い
く
人
も
減
少
さ
れ
る
事
と
思
い
ま

す
。
一
緒
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
お
力
を
い
た

だ
け
る
事
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

挨
拶

第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

挨
拶　

第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

　
篠
原
　
孝
尚
（
新
居
浜
ひ
う
ち
）

　

第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

　
向
　
和
人
（
徳
島
す
だ
ち
）

336-A地区副地区ガバナー
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今
期
地
区
名
誉
顧
問
会
議
長
の
役

職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
高
知
L
C

山
﨑
勝
彦
で
す
。

　

昨
年
は
高
知
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
運

営
・
管
理
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
昨
年
同
様
の
ご
支
援
・
ご
指

導
を
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
地
球
を
守
る
、
人
を
護
る
」
の

地
区
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
そ
の
ま
ま
坂
出

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
受
け
継
い
で
い
た

だ
け
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
と
そ
れ

ら
を
実
行
す
る
た
め
の
行
動
を
興
す

こ
と
に
ま
だ
ま
だ
尽
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

四
国
の
山
々
を
ク
ヌ
ギ
な
ど
広
葉

樹
に
植
え
替
え
、
葉
が
山
に
落
ち
、

そ
の
ま
ま
腐
葉
土
と
し
て
地
表
の
表

面
を
形
成
し
て
、
保
水
力
あ
る
地
面

に
変
え
、
雨
が
腐
葉
土
を
通
り
抜

け
、
川
へ
と
注
ぎ
、
川
が
栄
養
あ
る

水
と
な
り
、
海
へ
と
流
れ
る
、
魚
が

栄
養
あ
る
水
で
育
つ
、
自
然
に
そ
の

循
環
を
繰
り
返
す
こ
と
が
気
候
変
動

を
正
常
に
戻
す
力
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
活
動
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

の
資
金
を
使
い
実
行
に
移
し
て
行
き

ま
す
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
仕
事
は
た

く
さ
ん
の
項
目
か
ら
成
り
立
ち
、
ガ

バ
ナ
ー
一
人
で
は
到
底
消
化
で
き
る

よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

さ
や
か
な
が
ら
石
井
ガ
バ
ナ
ー
を
指

示
し
、
擁
護
し
な
が
ら
後
方
支
援
を

い
た
し
ま
す
。

地
区
名
誉
顧
問
会
議
長 

就
任
ご
挨
拶

　

地
区
名
誉
顧
問
会
議
長

　
山
﨑
　
勝
彦
（
高　

知
）

336-A地区名誉顧問会

元地区ガバナー
地区名誉顧問

高岡 英治
（松山湯築）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

市村 通夫
（鴨　島）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

蔵本 守雄
（高松源平）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

酒井 公一
（高知りょうま）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

関野 邦夫
（東　予）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

川辺 信郎
（徳島城山）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

橋本 充好
（高知柏）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

松前 龍宗
（高松玉藻）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

山地 章靖
（坂出白峰）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

長谷川 憲男
（高知桂）

ライオンズクラブ国際協会336ーA地区

地区名誉顧問会

元地区ガバナー
地区名誉顧問

真鍋　隆
（こんぴら）
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今
年
度
石
井
淑
雄
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の

も
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
5
Ｒ
︱
1
Ｚ
坂
出
白

峰
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
河
﨑
和

義
と
申
し
ま
す
。

　

森
﨑
敏
彦
幹
事
並
び
に
内
海
孝
事
務

局
長
他
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
局
員
の
皆
様
の

お
力
を
借
り
な
が
ら
、
甚
だ
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
一
年
間
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
計
と
し
て
の
職
務
を
全
う
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
期
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」

そ
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
躍
進
」と
な
っ

て
い
ま
す
。
石
井
ガ
バ
ナ
ー
の
思
い
を

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
全
員
で
共
有
し
つ
つ
、

そ
の
活
動
方
針
の
浸
透
を
実
現
し
て
い

き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
和
を
も
っ
て
義

と
な
す
」
人
が
喜
ぶ
こ
と
を
行
う
こ
と

を
「
義
」
と
す
る
に
は
「
和
」
す
な
わ

ち
人
の
つ
な
が
り
が
大
切
で
す
。

　

34
才
の
時
に
お
誘
い
を
い
た
だ
い
て

坂
出
白
峰
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
ま
し
た
。
入
会
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
は
諸
先
輩
方
か
ら
の
薫
陶
を
受

け
す
ば
ら
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　

人
が
喜
ぶ
こ
と
を
す
る
。
そ
れ
が
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
使
命
「
ウ
ィ
サ
ー

ブ
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
力
を
尽

く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
石
井
ガ
バ
ナ
ー
の
も
と
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
期
、
石
井
淑
雄
ガ
バ
ナ
ー
の
元
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
を
お
受
け
し
ま

し
た
坂
出
白
峰
L
C
所
属
森
﨑
敏
彦

で
す
。

　

ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」、
地
区

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
地
球
を
守
る
、
人
を

護
る
」

　

キ
ー
ワ
ー
ド
「
躍
進
」
一
年
の

集
大
成
、「
春
の
讃
岐
路
百
花
繚
乱　

最
高
の
仲
間
と
咲
き
誇
ろ
う
」

　

坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
合
言
葉
と

し
て
、
一
年
間
走
り
抜
け
よ
う
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
ガ
バ
ナ
ー
を
支
え
、
内
局
全

員
の
皆
さ
ん
と
の
意
志
の
共
有 

坂

出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
方
向
性
を
一
つ

に
し
て
行
き
た
い
。

　

次
に
国
際
大
会
の
後
、
す
ぐ
に
名

誉
顧
問
会
議
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
、

そ
し
て
公
式
訪
問
、
緻
密
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
の
会
議
、
イ
ベ
ン
ト

に
出
席
1
0
0
％
出
席
を
い
た
し
た

い
。
そ
の
中
で
3
3
6
︱
A
地
区
の

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
1
人
で
も
多

く
の
方
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
つ
い
て
話

し
合
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
、
攻
め
る

時
は
攻
め
、
守
る
時
は
守
り 

次
の

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
送
り
と
ど
け
る
。

大
き
な
歯
車
で
あ
っ
て
良
い
。
来
年

の
6
月
末
に
は
素
晴
ら
し
い
結
果
が

出
る
よ
う
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
構
成
員

の
皆
さ
ん
と
共
に
3
3
6
︱
A
地
区

全
メ
ン
バ
ー
を
盛
り
立
て
て
行
き
ま

す
。

　

共
に
有
言
実
行 

ウ
ィ
サ
ー
ブ
！

　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

　
森
﨑
　
敏
彦
（
坂
出
白
峰
）

　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計

　
河
﨑
　
和
義
（
坂
出
白
峰
）

3
3
6
¦
Ａ
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

3
3
6
¦
Ａ
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計

336-A地区キャビネット幹事･会計
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今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
ほ

ぼ
終
息
し
、
各
単
一
ク
ラ
ブ
も
運
営
や

奉
仕
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
物
価
高
や
円
安
等
で

地
方
の
経
済
活
動
は
な
か
な
か
上
向
か

ず
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く

環
境
も
厳
し
く
廃
業
、
倒
産
件
数
も
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
今
こ
そ
運
営

や
奉
仕
事
業
の
内
容
を
見
直
し
改
革
に

取
り
組
む
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
期
は
G
A
T
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ア
ク
シ
ョ
ン
・
チ
ー
ム
）
…
G
M
T
、

G
L
T
、
G
S
T
、
F
W
T
を
活
用
し

て
会
員
増
強
、
拡
大
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
加
え
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
1
・
5

が
達
成
で
き
る
よ
う
に
G
M
T
（
グ

ロ
ー
バ
ル
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
・
チ
ー

ム
）
の
具
体
的
な
方
策
と
し
て
会
員
増

強
に
特
化
し
た
戦
略
で
あ
る
G
M
A

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
・
ア

プ
ロ
ー
チ
）
の
3
年
目
を
向
か
え
各
単

一
ク
ラ
ブ
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
実
行

し
て
成
功
に
結
び
つ
け
る
年
度
で
す
。

① 

新
ク
ラ
ブ
結
成
に
よ
り
地
区
の
若
返

り
を
図
る
。

② 

新
会
員
を
加
え
て
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

を
図
る
。

③ 
仲
間
と
の
親
睦
と
興
味
深
い
奉
仕
が

で
き
て
い
る
か
等
、
会
員
の
満
足
度

を
高
め
て
や
る
気
を
一
新
さ
せ
会
員

増
強
を
推
進
す
る
為
に
ク
ラ
ブ
会
長

は
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
。（
例
会
日
時
、
ど
ん
な
奉
仕

活
動
に
参
加
し
た
い
か
等
）

　

G
L
T
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
・
チ
ー
ム
）
で
は
前
年
度
、
指

導
力
育
成
研
究
会
の
講
師
と
し
て
多
く

の
リ
ジ
ョ
ン
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
時
間
と
ス
ペ
ー
ス
が
と

れ
る
会
場
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
熱
心
に
話
し
合
い
、
参
加
者
か
ら

は
意
見
交
換
で
き
る
会
が
良
か
っ
た
、

又
、
有
事
の
時
こ
そ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
大
切
で
あ
る
と
の
声
も
お
聞
き
し
、

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
の
一
助
と

な
っ
た
実
り
多
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
極
め
は
次
の
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
で
す
。
次
世
代

の
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
必
ず
育
成
し
て

く
だ
さ
い
。

　

現
在
は
多
様
性
の
時
代
で
、
色
々
な

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
色
々
な
会
員
が
い
る

こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の

種
別
を
利
用
し
幅
広
く
入
会
招
請
す
る

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
会
員
は
気
配
り
、
心
遣
い
、
思

い
や
り
を
持
ち
、
心
豊
か
な
人
が
増
え

れ
ば
若
い
会
員
も
入
会
し
成
長
す
る
は

ず
で
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
通
し
て
人
間
磨
き
が
で
き
、
多
く
の

出
会
い
が
あ
り
財
産
と
な
る
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
未
来
は
明
る
く
ク
ラ
ブ
も
発
展

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

単
一
ク
ラ
ブ
に
は
国
際
協
会
、
理
事

会
の
方
針
に
従
う
こ
と
を
前
提
に
自
治

権
が
あ
り
ま
す
。
頭
を
少
し
柔
ら
か
く

し
て
現
状
打
破
、
改
革
に
挑
ん
で
く
だ

さ
い
。
サ
ク
セ
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
が
四

国
中
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
日
本
中
、
更
に
は
世

界
へ
と
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私たちはニーズのある世界に
奉仕しています。

思いやりを一つずつ行動へ。

　

元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問

　

地
区
G
M
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

地
区
G
L
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

地
区
G
M
A
副
リ
ー
ダ
ー

　
真
鍋
　
隆
（
こ
ん
ぴ
ら
）

会
員
増
強
･
拡
大（
G
M
T
）と

指
導
力
育
成（
G
L
T
）に
つい
て

336-A地区コーディネーター
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
普
遍
的
テ
ー
マ

は
、
会
員
拡
大
・
社
会
奉
仕
・
指
導
力
育
成
・

そ
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
つ
い

て
、石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
活
動
方
針
の
下
、

今
年
度
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
、
次
の
三
点

を
重
点
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１ 

、
今
年
度
の
地
区
全
体
の
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
目

標
金
額
を
、
４
４
８
，
０
０
０
ド
ル
と

し
、
推
進
し
ま
す
。

　

２ 

、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
現

状
の
個
人
・
ク
ラ
ブ
と
も
に
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

協
力
ゼ
ロ
の
ク
ラ
ブ
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
。
１
３
４
ク
ラ
ブ
の
全
ク
ラ
ブ
参
加

を
推
進
し
ま
す
。

　

３
、
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
。

　

交
付
金
に
は
八
つ
の
重
点
分
野
が
あ
り
ま

す
。
視
力
保
護
・
糖
尿
病
・
青
少
年
支
援
・

小
児
が
ん
・
災
害
援
助
・
食
糧
支
援
・
人
道

支
援
・
環
境
保
全
で
あ
り
ま
す
が
、
我
が
国

で
は
、
こ
の
八
つ
の
重
点
分
野
の
中
で
は
、

青
少
年
支
援
の
交
付
金
が
一
番
多
い
し
、
交

付
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
交
付
金
が
一
番
多
く
活
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
わ
が
Ａ
地
区
で
は
他
の
地
区
に
比
べ

て
ま
だ
ま
だ
利
用
度
が
低
い
水
準
に
あ
り
、

今
年
度
は
こ
の
ク
ラ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交
付

金
（
無
指
定
寄
付
の
15
％
は
ク
ラ
ブ
の
奉
仕

事
業
に
活
用
で
き
る
）
の
活
用
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

今
、
世
界
中
で
、
飢
餓
、
貧
困
、
災
害
、

紛
争
と
救
援
の
手
を
待
っ
て
い
る
人
々
が
多

く
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

　

皆
様
の
寄
付
１
０
０
ド
ル
で
で
き
る
こ
と

は
、

　

・ 

１
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
に
は
し
か
の

予
防
接
種

　

・ 
小
児
が
ん
患
者
８
人
分
の
医
療
器
具
を

提
供

　

・
毎
日
の
食
事
を
14
人
に

　

・
２
件
の
白
内
障
手
術
を
提
供

　

・ 

２
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
に
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
エ
ス
ト
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
１
年

間
提
供

　

・ 

自
然
災
害
被
害
者
４
人
を
即
時
支
援
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
会
員
に
と
っ
て
Ｄ
ｏ
ｉ
ｎ
ｇ

|
労
力
奉
仕
と
同
じ
よ
う
に
大
切
な
奉
仕

な
の
が
、
Ｇ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
|
寄
付
す
る
こ
と

で
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
交
付
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
人
道
的
な
奉
仕
を
し
ま

す
が
、
そ
の
交
付
金
は
寄
付
に
よ
り
成
り

立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
活
動
を
よ
り
一
層

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
期
、地
区
G
S
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

地
区
G
M
A
会
員
満
足
度
チ
ー
ム
・
リ
ー

ダ
ー
の
役
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
拝
命
は
、
私
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
人
生
で
大
き

な
楔
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
取
り
組
み
姿

勢
を
問
わ
れ
、
重
責
の
不
安
と
共
に
自
身
へ

の
期
待
感
の
も
と
「
人
と
し
て
、
会
員
と
し

て
成
長
せ
よ
!
」
と
告
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
受
容
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
や
経
済
環

境
な
ど
の
変
動
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
継
続

的
な
影
響
が
大
き
く
、
会
員
数
に
表
れ
て
い

ま
す
。
G
S
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
青

少
年
・
L
C
I
F
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス

ト
委
員
会
と
環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員

会
、
Y
C
E
・
国
際
関
係
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
レ

オ
委
員
会
の
活
動
を
通
し
、
地
域
活
動
が
よ

り
良
い
効
果
に
表
れ
る
よ
う
支
援
す
る
役
割

で
す
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
活
動
実
態
を
情

報
共
有
化
に
努
め
、
更
な
る
工
夫
が
図
れ
る

ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
目
途
に
努
力
す

る
所
存
で
す
。
当
然
、
視
力
保
護
な
ど
の
重

点
分
野
に
も
目
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
各
委
員
長
と
協
働
の
も
と
地
区
役
員
・

委
員
の
方
々
と
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
共
に
歩

ん
で
行
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
諸
活
動
は

会
員
の
協
力
と
満
足
度
を
得
る
こ
と
な
く
継

続
は
不
可
で
す
。
会
員
の
満
足
度
を
高
め
る

こ
と
も
当
方
の
責
務
で
す
。「
会
員
が
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
、
課
題
と
対
応
、
そ
の
成

果
は
ど
う
表
れ
て
い
る
の
か
」
を
示
し
、
和

を
広
げ
、
ク
ラ
ブ
の
良
さ
が
地
域
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
点
も
当
方

の
役
割
で
す
。
前
期
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
皆
様
方
の
意
思
や
意
向
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
会

員
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
手
法
も
模
索

し
な
が
ら
策
を
講
ず
る
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。

　

地
区
G
S
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
地
区

G
M
A
会
員
満
足
度
チ
ー
ム
の
活
動
は
、
各

ク
ラ
ブ
の
諸
活
動
が
更
に
向
上
し
、
会
員
の

満
足
度
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
ラ
ブ
の

力
量
が
増
量
し
、
そ
の
結
果
が
会
員
増
に
表

れ
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
相
乗
効

果
と
し
て
L
C
I
F
の
推
進
に
も
繋
が
り
ま

す
。
m
i
s
s
i
o
n
1
・
5
と
L
C
I
F

推
進
の
一
躍
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆

様
方
へ
の
説
明
や
周
知
、
依
頼
な
ど
言
葉
は

簡
単
に
述
べ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
実
行
や
取
り
組
み
は
「
難
」
で
あ
り
、
容

易
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
十
分
に
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
多
様
性
が
謳
わ
れ
、
ク
ラ
ブ

運
営
も
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
新
し
い
試
み

に
も
ト
ラ
イ
す
る
よ
う
、
粘
り
強
い
ア
プ

ロ
ー
チ
で
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
頂
き
、
良
き
振
り
返

り
と
な
る
1
年
と
し
た
く
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

地
区
G
S
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

地
区
G
M
A
会
員
満
足
度
チ
ー
ム
・

リ
ー
ダ
ー

　
平
田
　
治
由
（
う
た
づ
）

　

元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問

　

L
C
I
F
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
山
地
　
章
靖
（
坂
出
白
峰
）

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
推
進
の
重
点
目
標

336-A地区コーディネーター
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今
期
、
S
C
P
・
F
W
T
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
、
う
た
づ
L
C
所
属
の
山
形
ひ
ろ

み
と
申
し
ま
す
。
石
井
ガ
バ
ナ
ー
の

も
と
、
微
力
な
が
ら
力
を
尽
く
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
S
D
G
s
達
成
の
一
環
と

し
て
、
人
々
の
多
様
性
を
受
け
入
れ

る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
見
ま
す
と

S
C
P
・
F
W
T
が
力
を
発
揮
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
性
別
、
年
齢
、
立
場
な
ど
の
表

面
的
な
も
の
、
そ
し
て
、
考
え
方
、

意
識
、
価
値
観
な
ど
に
関
す
る
内
面

的
な
も
の
を
尊
重
し
、
柔
軟
な
視
点

で
の
活
動
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

石
井
ガ
バ
ナ
ー
は
所
信
の
キ
ー
ワ

ー
ド
「
躍
進
」
の
中
で
、「
会
員
一

人
一
人
が
多
様
性
を
推
進
し
ラ
イ
オ

ニ
ズ
ム
を
研
鑽
す
る
所
に
躍
進
が
芽

生
え
ま
す
。」
と
仰
ら
れ
て
い
ま
す
。

友
愛
と
相
互
理
解
の
精
神
の
も
と
、

多
様
性
を
推
進
し
、
各
ク
ラ
ブ
、
そ

し
て
会
員
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
の

個
性
、
強
味
を
発
揮
し
て
頂
き
、
活

発
な
ク
ラ
ブ
運
営
を
行
う
こ
と
が
、

会
員
増
強
に
は
大
切
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

S
C
P
・
F
W
T
は
2
0
2
3
年

度
に
発
出
さ
れ
た
m
i
ss
ion
1
・

5
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ワ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
・

フ
ァ
イ
ブ
）
の
中
核
を
担
っ
て
お
り

ま
す
。
今
期
、
3
3
6
︱
A
地
区
に

有
る
26
ゾ
ー
ン
で
、
1
つ
以
上
の
ク

ラ
ブ
支
部
創
設
と
の
ガ
バ
ナ
ー
目
標

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
想
い
を
忘
れ

ず
、
今
期
一
年
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
か
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

丸
亀
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の

松
浦
孝
仁
と
申
し
ま
す
。

　

今
回　

坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
お

い
て
、
地
区
G
E
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
地
区
G
M
A
新
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
に
任
命
さ
れ
、
責
任
の

重
さ
を
痛
感
す
る
と
同
時
に
、
石
井

地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
期
待
に
応
え
た
い

と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

3
3
6
|
A
地
区
に
は
、
26
の

ゾ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
ひ

と
つ
の
ゾ
ー
ン
で
ひ
と
つ
の
ク
ラ
ブ

支
部
誕
生
が
目
標
で
す
。

　

そ
れ
は
、
各
ク
ラ
ブ
横
断
で
ゾ
ー

ン
に
ひ
と
つ
の
支
部
を
つ
く
る
こ
と

も
「
あ
り
」
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
親
ク
ラ
ブ
は
必
要
で
は
あ
り
ま

す
が
・
・
・
。
ゾ
ー
ン
で
5
人
の
会

員
を
募
り
支
部
を
結
成
す
る
こ
と

は
、
必
ず
や
各
ゾ
ー
ン
の
横
の
繋
が

り
を
強
化
・
活
性
化
す
る
こ
と
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
一
つ
の
ク

ラ
ブ
で
「
事
」
を
起
こ
す
こ
と
は
至

難
の
業
で
す
。

　

し
か
し
、
R
C
・
Z
C
の
指
導
の

下
、
ゾ
ー
ン
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
会

員
増
強
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
魅
力

が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
や
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
こ
の
一
年
間
で
出
来
な
い

理
由
を
探
す
よ
り
も
、
ど
う
し
た
ら

出
来
る
か
を
考
え
る
一
年
間
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
ど
う
か
も
う

一
度
自
分
の
身
の
周
り
の
人
を
見
つ

め
直
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ

の
人
を
も
っ
と
深
く
知
る
こ
と
に
よ

り
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
こ

と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

　

一
年
間
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

S
C
P
・
F
W
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

山
形
　
ひ
ろ
み
（
う
た
づ
）

　

地
区
G
E
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

　

地
区
G
M
A

　
　

新
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

　
松
浦
　
孝
仁
（
丸　

亀
）
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今
期
４
Ｒ
︱
Ｒ
Ｃ
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
、
下
笠
居
で
小
さ
な
土
建
屋

を
営
ん
で
お
り
ま
す
、
1
Z
高
松
葵

Ｌ
Ｃ
の
池
田
昌
樹
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
例
会
も
活
動
も
無

く
会
社
も
大
変
で
し
た
の
で
、
L
C

を
辞
め
よ
う
か
と
悩
ん
だ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
辞
め
な
か
っ
た
の
は
、
今

ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
L
C
皆

様
の
お
陰
で
す
。

　
「
親
か
ら
受
け
た
恩
は
子
ど
も
に
、

先
輩
か
ら
受
け
た
恩
は
後
輩
に
」

「
ど
う
せ
や
る
な
ら
一
生
懸
命
や
る
」

が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

私
は
ベ
ン
チ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
だ
と

思
っ
て
ま
す
。
経
験
豊
富
で
実
力
の

あ
る
４
R
の
皆
様
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で

す
、
石
井
ガ
バ
ナ
ー
（
監
督
）
の
作

戦
と
意
図
を
正
確
に
伝
え
る
よ
う
務

め
、
皆
さ
ん
の
声
も
届
け
る
よ
う
に

尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
期
1
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

石
井
ガ
バ
ナ
ー
の
お
言
葉
か
ら
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
が
好
き
だ　

仲
間
が
好

き
だ　

奉
仕
が
好
き
だ　

自
分
の
ク

ラ
ブ
が
好
き
だ　

好
き
だ
好
き
だ
で

楽
し
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
３
R
の
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
に
任
命
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
八
幡
浜
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
所
属
の
菊
池
英
充
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
石
井
淑
雄
地
区
ガ
バ

ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
の
下
、
コ
ロ

ナ
前
の
活
動
に
戻
せ
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
近
年
３
R

の
各
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
の
減
少
・

新
入
会
員
の
確
保
他
、
な
か
な
か
思

う
様
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
事
業
を

行
う
に
も
費
用
が
発
生
し
ま
す
、
外

に
お
金
を
持
ち
出
す
余
裕
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
地
区
役
員
へ
の
出
向
も
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
か

ら
３
Z
編
成
か
ら
Z
編
成
へ
の
編
成

替
え
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
私
の
本
年
度
の
最
大
の
役
目

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
か

ら
の
要
望
に
添
え
る
よ
う
に
努
め
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
魅
力
向
上
と

市
民
へ
の
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

　

今
年
度
2
リ
ジ
ョ
ン
の
リ
ジ
ョ
ン

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
1
Z
新
居
浜
ひ
う
ち
ラ
イ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
塩
崎
安
規
で
ご

ざ
い
ま
す
。
4
年
前
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
の
時
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
思

う
よ
う
に
活
動
で
き
ず
、
や
り
切
れ

な
い
想
い
を
抱
え
る
日
々
で
し
た
。

5
類
に
移
行
さ
れ
1
年
、
行
動
制
限

も
な
く
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
も
や
り
や

す
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
役

割
は
、
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
補
佐

役
で
あ
り
、ガ
バ
ナ
ー
基
本
方
針
と
、

地
区
へ
の
熱
い
思
い
を
、
2
リ
ジ
ョ

ン
内
17
ク
ラ
ブ
へ
伝
え
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー

ブ
」、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
躍
進
」。
自

信
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
、
躍
進
に

繋
が
り
明
る
く
楽
し
い
活
動
が
で
き

る
と
信
じ
ま
す
。
会
員
拡
大
、
社
会

奉
仕
、
指
導
力
育
成
、
L
C
I
F
ど

れ
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
普
遍
的

テ
ー
マ
で
あ
り
、
友
愛
と
相
互
理
解

の
精
神
を
も
っ
て
体
当
た
り
す
る
こ

と
が
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
与
え
ら
れ
た
職
責
を
少
し
で

も
多
く
全
う
で
き
る
よ
う
務
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
1
年
間
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
１
リ
ジ
ョ
ン
の
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
致
し
ま
し
た
、３
ゾ
ー

ン
松
山
金
亀
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の

佐
々
木
哲
広
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
パ
ー
ソ
ン
に
課
せ
ら
れ

た
職
責
は
、
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
熱
い

想
い
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
リ
ジ
ョ
ン

内
17
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
浸
透

を
図
る
と
同
時
に
、
ご
要
望
や
ご
意
見
に

耳
を
傾
け
、
１
、２
、３
各
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
と
密
接
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

各
ク
ラ
ブ
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
の
パ
イ
プ

役
に
徹
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
誠
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
さ
さ
か
で
も
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
ま
す
よ
う
誠
心
誠
意
務
め
を
果
た

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
ま
た
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
・
５
が
発
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
地
域

社
会
の
増
え
続
け
る
ニ
ー
ズ
に
よ
り
良
い

形
で
応
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
人

に
奉
仕
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
世
界
の
会

員
を
２
０
２
６
年
度
ま
で
に
１
５
０
万
人

に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

当
地
区
で
は
、
こ
の
10
年
間
で

１
０
０
０
人
以
上
の
会
員
数
減
少
が
生
じ

て
お
り
、
ガ
バ
ナ
ー
も
憂
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
ク
ラ
ブ
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

期
な
お
一
層
ク
ラ
ブ
内
の
融
和
と
例
会
の

創
意
工
夫
に
よ
る
退
会
防
止
と
、
会
員
増

強
に
お
取
り
組
み
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
会
員
勧
誘
に
は
、
ま
ず
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
知
ら
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
と
思
い
ま
す
。
多
面
的
な
着
想
に
よ

る
奉
仕
活
動
を
通
じ
て
、
対
外
的
な
認
知

度
の
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大

事
か
と
思
い
ま
す
。
会
員
数
の
増
強
は
、

昨
今
の
多
発
す
る
大
災
害
に
対
し
て
求
め

ら
れ
て
い
る
支
援
の
原
資
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

本
年
度
1
年
間
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

2R-RC
塩崎　安規
（新居浜ひうち）

3R-RC
菊池　英充
（八幡浜みなと）

1R-RC
佐々木 哲広

（松山金亀）

4R-RC
池田　昌樹

（高松葵）

Region Chairperson
リジョン・チェアパーソン

自信と誇りを持ってウィサーブ
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“
石
井
淑
雄　
77
歳
絶
好
調
で
す
‼
”

　

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
耳
の
奥
に
残
っ
て
い
る

の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
い
よ
い
よ
石
井
ガ
バ
ナ
ー

「
ミ
ス
タ
ー
ラ
イ
オ
ン
」
の
登
場
で
す
。

　
今
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
一
員
と
し
て
、
７
Ｒ
の
リ
ジ
ョ

ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を
任
命
さ
れ
ま
し
た
高
知

り
ょ
う
ま
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
白
坂
吉
友
で
す
。
ど

う
か
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
石
井
ガ
バ
ナ
ー
の
活

動
方
針
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
普
遍
的
テ
ー
マ
「
会

員
拡
大
」「
社
会
奉
仕
」「
指
導
力
育
成
」「
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
」

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
の
が「
会
員
拡
大
」

で
す
。“
社
会
奉
仕
”
す
る
に
も
“
指
導
力
育
成
”
す
る

に
も
“
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
”
を
す
る
に
も
会
員
増
強
を
し
な
け

れ
ば
何
も
出
来
ま
せ
ん
。

　
国
際
協
会
か
ら
「
ｍ
・
１・５
」（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
フ
ァ
イ
ブ
）
２
０
２
７
年
７
月
１
日
ま
で
に
世
界

中
で
会
員
数
１
５
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。
世
界
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
拡
大
す
れ
ば
与
え
ら
れ
る
も
の
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
石
井
ガ
バ
ナ
ー
は
ゾ
ー
ン
で
１
つ
以
上
の
ク

ラ
ブ
支
部
、
各
ク
ラ
ブ
純
増
１
名
以
上
の
会
員
増
強
を
目

標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は

ど
う
す
る
べ
き
か
、
ま
ず
足
元
を
見
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
楽
し
ん
で
ラ
イ

オ
ン
ズ
活
動
し
て
い
る
か
、
笑
い
が
あ
る
例
会
が
出
来
て

い
る
か
、
会
員
満
足
度
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
ど
う
す
れ
ば
満
足
度
が
上
が
る
か
を
皆
で
考

え
て
下
さ
い
。
私
の
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
名
の
「
り
ょ
う
ま
」

は
坂
本
龍
馬
か
ら
頂
き
ま
し
た
。（
本
人
に
は
相
談
な
し

に
勝
手
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
…
）
龍
馬
は
「
出
会
い

の
達
人
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
め
て
会
う
人
と
す
ぐ

友
達
に
な
る
。
そ
れ
は
出
会
い
を
、
人
を
、
大
切
に
す
る

か
ら
、
又
土
佐
人
ら
し
く
一
緒
に
酒
を
、
杯
を
、
酌
み
交

わ
し
話
し
合
う
か
ら
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
介
の
脱

藩
浪
士
が
日
本
を
動
か
す
大
き
な
事
が
出
来
た
の
で
す
。

会
員
数
の
少
な
い
ク
ラ
ブ
や
活
性
化
に
悩
ん
で
い
る
ク
ラ

ブ
を
盛
り
上
げ
る
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
お

願
い
し
た
い
の
が
、
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
で
す
。
ゾ
ー
ン
・

リ
ジ
ョ
ン
の
垣
根
を
超
え
て
の
友
好
活
動
で
す
。
合
同
例

会
、
合
同
奉
仕
、
合
同
チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
等
々
、
そ
し
て

事
業
が
終
わ
っ
た
後
は
出
来
る
だ
け
打
ち
上
げ
懇
親
会
・

交
流
会
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。
10
名
・
20
名
の
ク
ラ
ブ
が

一
挙
に
50
名
・
１
０
０
名
と
友
達
が
出
来
る
の
で
す
。
思

う
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
？

　

石
井
ガ
バ
ナ
ー
の
熱
き
心
に
応
え
る
よ
う
に
７
リ

ジ
ョ
ン
の
３
名
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
６
名
の

委
員
さ
ん
と
酒
井
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問

の
助
言
を
聞
き
７
リ
ジ
ョ
ン
の
躍
進
の
為
に
頑
張
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
６
Ｒ
︱
Ｒ
C
を
お
引
き

受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
中
土

佐
ラ
イ
オ
ン
ズ
所
属
の
中
城
重
則
で

す
。

　

私
の
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
は
高
知
市

よ
り
47
キ
ロ
ほ
ど
西
に
あ
る
中
土

佐
町
と
い
う
町
で
す
。
人
口
約
6
，

0
0
0
人
と
、
大
き
な
町
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
た
土
地
で
観
光
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
1
0
0
年
以
上
の
歴
史

を
誇
る
「
大
正
町
市
場
」
が
有
名
な

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
本
町
も
少
子
高
齢
化
が
加

速
し
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
会
員
の
増
強

に
は
苦
労
を
し
て
お
り
ま
す
。
私
達

の
ク
ラ
ブ
は“
皆
が
楽
し
く
”が
モ
ッ

ト
ー
で
す
。

現
会
員
が
楽
し
ん
で
奉
仕
活
動
を
し

て
い
な
い
と
、
後
に
続
く
者
が
楽
し

い
筈
が
あ
り
ま
せ
ん
。
例
会
や
年
間

行
事
に
家
族
や
知
人
を
誘
う
こ
と

で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
を
理
解
し
て

も
ら
う
と
同
時
に
“
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
”
と
い
う
輪
を
広
げ
て
、

会
員
増
強
活
動
と
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
で

は
美
味
し
い
料
理
や
お
酒
を
堪
能
し

に
来
て
下
さ
い
。
そ
し
て
観
光
に
も

是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

１
年
間
、
各
ク
ラ
ブ
会
員
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
引

き
受
け
る
に
あ
た
っ
て

　

5
R
︱
2
Z
善
通
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
所
属
の
大
島
竹
雄
で
す
。

　

平
成
3
年
10
月
に
入
会
し
て
34
年

間
先
輩
方
に
色
々
と
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
を
続
け
て

来
ま
し
た
。
今
期
石
井
ガ
バ
ナ
ー
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と
誇
り
を
も
っ

て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」、
ガ
バ
ナ
ー
キ
ー

ワ
ー
ド
「
躍
進
」
に
基
づ
い
て
地
区

内
の
運
営
に
当
た
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
完
全
収
束
が
ま
だ
の
中
、

ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
来
た
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
ま
だ
安
心
は
で
き

ま
せ
ん
。
5
R
は
一
つ
ガ
バ
ナ
ー
の

方
針
通
り
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

躍
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

又
、
1
Z
、
2
Z
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
の
意
見
を
聞
い
て
各
ク

ラ
ブ
運
営
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
1
年
間
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

　

２
０
２
４
年
か
ら
２
０
2
5
年
の
１
年

間
、８
リ
ジ
ョ
ン
の
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
を
拝
命
し
ま
し
た
石
井
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
所
属
の
齋
藤　

徹
で
す
。

　

今
、
世
界
の
人
口
は
２
０
２
３
年
調
査
で

は
２
０
２
２
年
11
月
に
80
億
４
，
５
０
０
万

人
を
突
破
し
、
過
去
史
上
最
多
と
な
り
ま
し

た
。（
日
本
の
人
口
は
１
億
２
，
３
３
０
万

人
で
世
界
で
第
12
位
）
し
か
し
な
が
ら
、
世

界
人
口
の
約
70
％
は
低
い
所
得
で
暮
ら
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
紛
争
・
地
球
温
暖
化
・
環

境
汚
染
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
の
人
権
問
題
・
貧

困
に
よ
る
飢
餓
等
の
問
題
も
多
く
抱
え
て
お

り
、
そ
う
い
っ
た
問
題
の
上
に
、
身
の
回
り

で
は
ひ
と
り
親
家
庭
、
独
居
老
人
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
等
で
悩
ん
で
い
る
人
も
多
く
い
ま

す
。
ま
た
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
て
も
心

に
悲
し
み
を
持
つ
方
々
が
沢
山
お
り
ま
す
。

　

日
本
で
も
7
人
に
１
人
の
子
供
が
「
相

対
的
貧
困
」
の
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
世
界
は
S
D
G
ｓ
で
17
の
目
標
を

決
め
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
我
々
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
も
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
精
神
の
も

と
そ
し
て
W
e　
S
e
r
v
e
を
モ
ッ
ト
ー

に
奉
仕
を
行
い
人
々
に
笑
顔
を
提
供
し
た

い
も
の
で
す
。

　

今
期
は
、
８
リ
ジ
ョ
ン
の
運
営
を
石
井

ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
に
基
づ
く
指
導
監
督
の

も
と
各
ク
ラ
ブ
会
長
、
会
員
の
皆
様
と
協

調
し
、
興
味
の
あ
る
そ
し
て
関
心
と
支
持

を
得
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
計
画
を
樹
立
し
、

３
３
６
︱
A
地
区
８
リ
ジ
ョ
ン
の
行
う

W
e　
S
e
r
v
e
で
少
し
の
力
で
あ
り
ま

す
が
、
涙
を
流
し
て
い
る
人
た
ち
の
た
め

に
我
々
は
汗
を
流
し
希
望
と
愛
を
与
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
9
R
︱
R
C
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
、
2
Z
鴨
島
L
C
所
属

の
原
田
和
典
で
す
。

　

未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
石

井
淑
雄
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方

針
に
従
い
、
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら

9
R
の
責
任
者
と
し
て
運
営
に
当
た

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
位
置
づ
け

も
昨
年
5
月
に
5
類
に
移
行
し
様
々

な
社
会
奉
仕
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
様
々
な
社
会
奉
仕
の
要
請

に
応
え
る
為
に
は
会
員
増
強
が
不
可

欠
で
す
。
昨
年
発
出
さ
れ
ま
し
た

ミ
ッ
シ
ョ
ン
1・
5
達
成
の
為
、
各

ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
会
員
増

強
と
両
輪
で
あ
る
L
C
I
F
へ
の
寄

付
に
つ
き
ま
し
て
も
ご
協
力
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

石
井
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」

の
旗
の
下
、
一
宮
昭
夫
1
Z
C
、
赤

星
朝
彦
2
Z
C
、
地
区
委
員
の
皆
様

そ
し
て
各
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の

方
々
と
1
年
間
、
楽
し
く
社
会
奉
仕

活
動
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
期
も
8
R
と
の
合
同
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
る
さ
れ
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
8
R
の
皆
様
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
ガ
バ
ナ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
一
日
一
善
」
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

5R-RC
大島　竹雄

（善通寺）

6R-RC
中城　重則

（中土佐）

7R-RC
白坂　吉友
（高知りょうま）

8R-RC
齋藤　徹

（石　井）

9R-RC
原田　和典

（鴨　島）

リジョン･チェアパーソン

11



　

今
年
度
２
Ｒ
︱
１
Ｚ
の
ゾ
ー
ン

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
致
し
ま
し

た
、
新
居
浜
別
子
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
所
属
の
明
比
保
親
と
申
し
ま
す
。

　

Ｚ
Ｃ
と
い
う
大
役
を
担
う
こ
と
へ

の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
１
Ｚ
内
全

会
員
の
皆
様
の
お
役
に
少
し
で
も
立

て
る
よ
う
、
前
向
き
に
楽
し
み
な
が

ら
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

石
井
淑
雄
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
掲
げ

る
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と
誇
り
を

も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」　

キ
ー
ワ
ー

ド
「
躍
進
」
の
信
念
に
基
づ
き
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
普
遍
的
テ
ー
マ

で
も
あ
る
、
会
員
拡
大
、
社
会
奉
仕
、

指
導
力
育
成
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
を
ゾ
ー
ン

内
で
よ
り
一
層
推
進
で
き
る
よ
う
、

私
自
身
が
１
つ
で
も
多
く
の
情
報
と

知
識
を
得
ら
れ
る
よ
う
諸
先
輩
方
の

ご
意
見
や
御
指
導
等
を
い
た
だ
き
な

が
ら
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
の
垣
根
を
超
え
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に

し
、
会
員
皆
様
の
絆
が
一
層
深
ま
る

よ
う
円
滑
な
活
動
を
心
が
け
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
ク
ラ
ブ
と
地
区
の
架
け
橋

と
し
て
１
年
間
精
一
杯
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
皆
様
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
1
R
―
3
Z
C
を
務
め

さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
松
山

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
新
野
和
幸
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
サ
ー
ブ
の
思
い
で
お
引
き
受

け
い
た
し
ま
し
た
が
、
日
を
追
う
ご

と
に
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。
私
に
は
荷
が
重
い
大
役
で

は
あ
り
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
任
命
頂

い
た
か
ら
に
は
、
そ
の
責
任
を
何
と

し
て
も
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
を
胸

に
、
躍
進
し
て
参
り
た
い
と
密
か
に

誓
い
ま
し
た
。

　

担
当
す
る
1
R
―
３
Z
の
5
ク
ラ

ブ
の
皆
様
と
お
目
に
か
か
れ
る
日
が

今
か
ら
待
ち
遠
し
い
で
す
。
し
か
し
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
関
し
て
は
、

全
く
の
力
不
足
な
私
で
す
。
佐
々
木

1
R
―
R
C
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
1
年
間
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
勉
強
不
足
の
た
め
に

所
属
ク
ラ
ブ
の
皆
様
や
事
務
局
の
皆

様
に
は
多
く
の
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
事
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
ご
指

導
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
「
地
球
を
守
る
、
人
を
護
る
」
責

任
と
誇
り
を
持
っ
て
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
1
年
間
、
ど
う
か
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Z
C
就
任
に
際
し

　

こ
の
度
１
Ｒ
―
２
Ｚ 

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
松
前

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
大
野
拓
治
と
申
し
ま
す
。

　

我
が
松
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
残

念
な
が
ら
会
員
数
21
名
と
１
Ｒ
最
小
の

ク
ラ
ブ
で
は
あ
り
ま
す
が
ウ
ィ
サ
ー
ブ

の
精
神
で
地
域
の
神
社
仏
閣
の
清
掃
協

力
、
国
道
周
辺
の
花
壇
の
整
備
ま
た
愛

媛
国
体
の
際
、
松
前
町
ホ
ッ
ケ
ー
グ
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
た
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
を
記

念
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
る
全
国
少
年
少

女
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
に
町
と
協
賛
す

る
な
ど
地
道
に
奉
仕
活
動
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

個
人
と
し
て
は
入
会
し
て
19
年
目
に

な
り
ま
す
が
規
模
の
小
さ
な
ク
ラ
ブ
ゆ

え
、
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
依

頼
は
な
い
と
呑
気
に
構
え
て
お
り
ま
し

た
と
こ
ろ
今
回
、
会
員
人
数
の
多
寡
に

関
わ
ら
ず
１
Ｒ
の
運
営
に
協
力
す
る
よ

う
に
と
の
こ
と
で
、
は
か
ら
ず
も
２

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
受
け
賜

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
世
界

最
大
の
奉
仕
団
体
と
し
て
災
害
救
援

な
ど
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
要
望
に

対
応
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
会

員
の
増
強
が
必
須
で
あ
り
石
井
淑
雄

ガ
バ
ナ
ー
を
先
頭
に
各
ク
ラ
ブ
が

ミ
ッ
シ
ョ
ン
1
・
5
の
推
進
に
勤
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
今
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
佐
々
木
１
Ｒ
―
Ｒ
Ｃ
並
び
大

野
１
Ｒ
―
１
Ｚ
Ｃ
、
新
野
１
Ｒ
―
３
Ｚ

Ｃ
と
協
力
し
て
ク
ラ
ブ
会
員
の
増
強

に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
1
R
︱
1
Z
C
と
い
う

大
役
を
お
預
か
り
さ
せ
て
頂
き
、
緊

張
感
で
い
っ
ぱ
い
の
新
年
度
を
む
か

え
て
い
ま
す
。
Z
C
の
役
割
の
ひ
と

つ
は
、
ご
自
分
の
ク
ラ
ブ
の
ひ
と
つ

外
の
「
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
つ
な
が
り
」

を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
と
存
じ

ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
か
ら
ゾ
ー
ン
、リ
ジ
ョ

ン
、
地
区
…
と
視
点
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
い
う
組
織
へ

の
理
解
が
進
み
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
各

ク
ラ
ブ
内
の
活
動
に
対
す
る
価
値
観

も
深
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

ご
自
分
の
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
行
き

詰
っ
た
り
迷
っ
た
り
し
た
時
、
気
軽

に
助
言
を
求
め
ら
れ
る
仲
間
が
あ
れ

ば
こ
ん
な
に
心
強
い
こ
と
は
な
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
同
じ
ゾ
ー
ン
の
ク

ラ
ブ
こ
そ
良
き
相
談
相
手
だ
と
感
じ

ら
れ
る
関
係
性
が
育
つ
よ
う
、
お
手

伝
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

石
井
ガ
バ
ナ
ー
率
い
る
坂
出
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
を
ひ
と
言
で
言
い
表
す
な

ら
「
明
朗
快
活
」。
会
議
で
も
ユ
ー
モ

ア
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
て
元
気
を
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
活
力
に
満
ち
た
朗

ら
か
さ
に
直
接
触
れ
る
喜
び
が
、
こ
れ

か
ら
１
年
の
活
動
の
原
動
力
に
な
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
は
、
ラ
イ

オ
ン
と
し
て
生
涯
を
全
う
し
た
父
の

魂
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。

　

内
な
る
誇
り
に
応
え
る
べ
く
、
丁

寧
に
活
動
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
支
え
て
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1R-2ZC
大野　拓治

（松　前）

1R-3ZC
新野　和幸

（松山センチュリー）

1R-1ZC
大野 八重子

（松山東）

2R-1ZC
明比　保親

（新居浜別子）

躍　　進
Zone Chairperson

ゾーン・チェアパーソン
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今
回
、
15
年
ぶ
り
に
2
回
目
の
Z
C
を

拝
命
致
し
ま
し
た
。
26
年
間
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
新
た

な
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
を
創
造
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
の
中
で
は
、
2
0
1
8

年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
時
に
道
前
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
環
境
保
全
保
健
福
祉
ア
ラ
ー
ト
委

員
長
と
し
て
災
害
支
援
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

に
関
す
る
協
定
の
草
案
作
成
に
関
わ
っ
た
事

が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。A
I
革
命
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
局
地
戦
争
と
変
化
の
激
し

い
今
、
大
局
的
な
視
点
で
世
界
を
と
ら
え
る

事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
経
済

不
況
、
少
子
高
齢
化
で
会
員
数
増
強
が
困
難

と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
打
開
す
る

に
は
会
員
増
強
の
た
め
新
し
い
発
想
が
必
要

で
す
。
ま
ず
、
日
本
版
m
i
s
s
i
o
n
0
・

1
設
立
、
こ
れ
は
日
本
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
会

員
数
を
現
在
の
9
万
7
千
名
の
会
員
数
を

10
万
人
に
す
る
と
い
う
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
す
。
新
た
な
会
員
種
別
を
創
造
し
、

2
7
6
0
ク
ラ
ブ
が
純
増
1
人
以
上
な
ら
十

分
達
成
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
の
開
催
、
こ
れ
は
複
合
地
区
年
次
大
会
の

規
模
を
拡
大
し
8
複
合
地
区
が
順
に
全
国
大

会
を
開
催
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
大
会
に
よ

り
、
一
般
の
認
知
度
も
上
が
り
、
ク
ラ
ブ
間

の
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
、
会
員
の
連
帯
感

や
満
足
度
の
向
上
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

全
国
的
な
組
織
で
全
国
大
会
が
な
い
の
は
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
だ
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

御
指
導
、
御
鞭
撻
を
宜
し
く
御
願
い
致

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
２
R
︱
２
Z 

Z
C
を

拝
命
し
ま
し
た
今
治
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
所
属
の
﨑
山
俊
紀
で
す
。

　

今
治
L
C
第
51
代
（
２
０
１
１
～

１
２
）
会
長
と
し
て
、
結
成
50
周
年

記
念
事
業
を
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
長

い
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
自
分
自
身
ど

れ
ほ
ど
お
役
に
立
て
る
か
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
治
L
C
16
人
目

の
２
R
︱
２
Z
C
に
な
る
ら
し
い
の

で
す
が
、
先
輩
よ
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

役
割
と
は
、
や
り
た
い
者
よ
り
、
や

ら
せ
た
い
人
、
売
り
込
ま
ず
、
逃
げ

ず
、
指
名
さ
れ
た
ら
全
力
を
尽
く

せ
。
と
教
え
ら
れ
、そ
れ
ほ
ど
重
く
、

大
変
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
ま
で
皆
様
方
に
受
け
た
恩
返

し
が
少
し
で
も
出
来
ま
す
よ
う
に
努

力
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
「
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
」
と

は
「
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
方
針
を

ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ
ブ
に
浸
透
さ
せ
る

と
同
時
に
、
各
ク
ラ
ブ
の
動
向
を
的

確
に
把
握
し
、
R
C
あ
る
い
は
地
区

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
必
要
な
報
告
を
行

う
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
ゾ
ー
ン
運

営
の
責
任
者
の
立
場
を
理
解
し
、
石

井
淑
雄
ガ
バ
ナ
ー
、
塩
崎
安
規
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
ご
指
導

の
下
、
２
ゾ
ー
ン
内
の
各
会
長
を
含

め
三
役
の
皆
様
の
力
を
お
借
り
し
１

年
間
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

本
年
７
月
よ
り
３
R
︱
２
Z
の

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
就
任
い

た
し
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
も
浅
く
初
の

大
役
に
緊
張
し
て
お
り
ま
す
。
１
年

間
任
期
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
第
５
類
に
移
行
し
て
よ

り
、
社
会
は
活
気
を
取
り
戻
し
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
平
常
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
で
今
年

に
入
り
能
登
半
島
地
震
を
始
め
大
規

模
災
害
も
起
こ
っ
て
お
り
、
社
会
貢

献
活
動
は
益
々
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
員
増
強
、

L
C
I
F
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
具

体
的
な
課
題
は
見
え
て
い
ま
す
が
、

困
難
で
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
お
り

ま
す
。
ウ
ィ
サ
ー
ブ
の
精
神
を
胸
に

刻
み
、
例
会
訪
問
や
横
の
繋
が
り
な

ど
、
地
道
な
活
動
を
通
じ
て
少
し
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ゾ
ー
ン
を
統
合
す
る
流

れ
も
起
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
の
展
開
に
も
着
目
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

１
年
間
リ
ジ
ョ
ン
の
皆
様
に
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

今
期
３
R
︱
１
Z
C
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
所
属
は
宇
和
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
入
会
後
13
年
目
で
す
。
前

年
期
は
L
C
I
F
等
担
当
の
地
区
委

員
を
担
当
し
リ
ジ
ョ
ン
内
で
行
わ
れ

る
会
議
等
に
参
加
し
て
リ
ジ
ョ
ン
内

の
ク
ラ
ブ
役
員
、
R
C
を
は
じ
め
と

す
る
役
員
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と

で
３
R
内
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
、
現
状

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
リ
ジ
ョ
ン
内
の
い
く
つ

か
の
ク
ラ
ブ
は
会
員
減
少
で
運
営
が

難
し
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
各

地
域
に
存
在
す
る
ク
ラ
ブ
は
災
害
発

生
時
に
は
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
の

存
続
が
前
提
で
す
。
地
域
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
灯
を
消
す
な
、
と
い

う
視
点
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
も
考

え
て
み
た
い
で
す
。

　

今
期
は
引
き
続
い
て
役
員
を
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
前
年
期

の
経
験
も
生
か
し
て
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
の
連
絡
役
は
も
と
よ
り
、ゾ
ー
ン
、

リ
ジ
ョ
ン
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の

ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
２
R
︱
４
Z
の
ゾ
ー

ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
西
条
石
鎚
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
高
橋
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て

早
、
12
年
が
経
ち
ま
し
た
。
ラ
イ
オ

ン
ズ
に
入
会
し
た
年
に
2
R
近
藤
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
４
Z
は
、
西
条
市
内

の
４
ク
ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
西
条
市
は
、
２
市
２
町
が
合
併

し
て
新
し
く
西
条
市
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
今
年
で
ち
ょ
う
ど
合
併
20

周
年
と
な
り
ま
す
。
西
条
市
は
、
工

業
都
市
で
も
あ
り
、
農
業
都
市
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、

特
色
の
あ
る
産
業
が
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
4
ク
ラ
ブ
そ
れ

ぞ
れ
個
性
の
あ
る
ク
ラ
ブ
だ
と
思
い

ま
す
。

　

い
ま
は
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も
人

口
減
少
が
、
近
々
の
課
題
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
会
員

数
の
減
少
も
み
ん
な
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
問
題
に
、
解
決
策
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
4
Ｚ
内
の
４
ク

ラ
ブ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
個
性
の
あ
る

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
少
し
で
も

こ
の
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
、

そ
の
手
助
け
が
で
き
た
ら
と
、
思
い

ま
す
。

　

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2R-2ZC
﨑山　俊紀

（今　治）

2R-3ZC
篠原　悟

（四国中央法皇）

2R-4ZC
髙橋　康壽

（西条石鎚）

3R-1ZC
加藤　永二

（宇　和）

3R-2ZC
中村　一雅

（三　瓶）

ゾーン・チェアパーソン
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就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
ク
ラ
ブ
の
推
薦
を
頂

き
４
Ｒ
︱
３
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
し
ま
し
た
三
木
さ

ぬ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
鴨
井
俊

徳
で
す
。

　

入
会
し
て
20
年
、
ク
ラ
ブ
会
長
も

含
め
三
役
６
回
、
地
区
委
員
な
ど
の

経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の

度
Ｚ
Ｃ
と
い
う
大
役
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
、
責
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

私
は
ゾ
ー
ン
内
の
ク
ラ
ブ
の
円
滑

な
運
営
や
奉
仕
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
石
井
淑
雄
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
の
精
神
を
伝
え
、
各

ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
が
よ
り
地
域
に

密
着
し
た
有
意
義
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
な
が
り
地
域
の
理
解
と
評

価
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
期
は
５
ク
ラ
ブ
合
同
で
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
楽
し
い
娯
楽
、
旅
行

な
ど
を
実
施
し
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
は
か
り
絆
、
団
結
が
よ
り
深
ま
る

よ
う
に
努
力
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

会
員
皆
様
方
の
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
だ
新
入
会
員
の
よ
う
な
初
々
し

い
高
松
屋
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

筒
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
期
の
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン「
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」

を
念
頭
に
置
き
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
更
な
る
「
躍
進
」
を
目
指
し
、

地
区
と
ク
ラ
ブ
の
架
け
橋
と
な
る
よ

う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
親
を
大
切
に
す
る
、

高
齢
者
・
先
輩
に
敬
意
を
払
う
、
ま

わ
り
の
人
に
や
さ
し
く
接
す
る
と
い

う
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
が
昨
今
、

欠
け
て
い
る
方
が
多
く
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
礼
節

を
失
く
し
た
人
が
児
童
虐
待
、
悪
質

な
あ
お
り
運
転
等
重
大
な
事
件
を
起

こ
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま

す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
も
会

員
以
外
の
人
に
礼
節
を
発
信
し
、
理

解
を
求
め
、
入
会
者
を
募
り
協
力
を

得
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
多
く
の

奉
仕
の
輪
が
広
が
る
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
さ
ま
ざ
ま
の
活
動
に
対
し

ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
会
員
増
強
、

L
C
I
F
へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
1
年
間
、
池
田
R
C
は

じ
め
地
区
役
員
・
委
員
、
各
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
の
ご
指

導
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、4
Ｒ
︱
1
Ｚ
の
ゾ
ー
ン・チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
小
豆
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の

河
野
宏
宜
で
す
。

　

さ
て
、
石
井
淑
雄
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

ウ
ィ
サ
ー
ブ
」・
ガ
バ
ナ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
躍
進
」
で
す
。

　

石
井
ガ
バ
ナ
ー
の
所
信
に
も
あ
る
よ

う
に
、
会
員
拡
大
、
社
会
奉
仕
、
指
導
力

育
成
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
普
遍
的
テ
ー
マ
で
す
。

（
会
員
拡
大
）　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
1・
5
（
ワ

ン
・
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ァ
イ
ブ
）
に
つ
い
て

（
社
会
奉
仕
）　

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を

傾
け
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ

（
指
導
力
育
成
）
例
会
に
出
席
し
、
仲
間

達
と
語
ら
い
合
い
、
奉
仕
活
動
に
参
加

し
、
市
民
と
接
す
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
始
ま
り
で
あ
る
こ
と

（
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）　

国
内
を
は
じ
め
世
界
中
で

大
災
害
が
発
生
し
て
い
る
今
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

の
必
要
性

　

こ
の
4
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
ゾ
ー
ン
内

の
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
わ
り
、
各
ク
ラ
ブ
会
員
の
一
人
一

人
が
自
信
と
誇
り
を
胸
に
秘
め
て
、
躍
進

で
き
ま
す
よ
う
に
4
R
リ
ジ
ョ
ン・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
、
地
区
委
員
の
皆
さ
ま
と
共
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

4
Ｒ
︱
1
Ｚ
の
各
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
の

皆
さ
ま
に
は
ご
指
導
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

８
年
前
の
「
こ
ん
ぴ
ら
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
」
に
つ
い
で
、
二
度
目
の
３
Ｒ
︱
３

Z
Ｃ
を
承
り
ま
し
た
、
伊
予
吉
田
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
板
倉
定
夫

と
申
し
ま
す
。
２
０
２
４
～
２
０
２
５

年
度
の
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
す
が
、
１
９
９
９

年
２
月
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
一
員

と
な
っ
て
か
ら
、
過
去
25
年
間
、
ク

ラ
ブ
会
長
２
回
、
ク
ラ
ブ
幹
事
４
回
、

ク
ラ
ブ
会
計
２
回
、
地
区
役
員
１
回
、

地
区
委
員
２
回
を
経
験
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
間
リ
ジ
ョ
ン
名
は
６
Ｒ
か

ら
３
Ｒ
に
変
更
に
な
り
、
１
Ｚ
２
ク
ラ

ブ
、
３
Ｚ
２
ク
ラ
ブ
、
ネ
ス
ク
ラ
ブ
２

ク
ラ
ブ
合
計
６
ク
ラ
ブ
が
消
滅
い
た
し

ま
し
た
。
原
因
は
、
会
員
数
の
減
少
が

最
大
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
ク
ラ
ブ
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、

入
会
時
49
名
い
た
会
員
が
、
現
在
、
18

名
と
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

又
、
会
員
数
の
減
少
を
分
析
し
て
み
ま

す
と
、
地
域
の
疲
弊
で
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
平
成
の
市
町
村
大
合
併

が
よ
り
拍
車
を
か
け
た
と
思
い
ま
す
。

現
に
３
Ｒ
で
会
員
数
20
名
を
切
っ
て
い

る
４
ク
ラ
ブ
は
、
合
併
に
よ
り
中
心
で

は
な
く
な
っ
た
地
域
で
す
。

　

し
か
し
、
嘆
い
て
ば
か
り
も
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
安
定
し
た
ク
ラ
ブ
の
運
営
、

奉
仕
活
動
を
行
う
に
は
、
30
名
程
度
の

会
員
数
の
確
保
が
必
要
か
と
思
い
ま

す
。
微
力
な
が
ら
１
年
間
会
員
の
維

持
・
増
強
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
４
Ｒ
︱
２
Ｚ
Ｃ
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
八
栗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
所
属
の
吉
田
健
二
で
す
。

　

２
年
前
に
ク
ラ
ブ
会
長
を
務
め
、
ク

ラ
ブ
運
営
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
理
解

が
で
き
た
段
階
で
、
地
区
役
員
は
ま

だ
先
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
ク
ラ
ブ
内
の
強
い
推
薦
も
あ

り
微
力
な
が
ら
こ
の
大
役
を
お
受
け

し
た
次
第
で
す
。

　

Ｚ
Ｃ
の
役
割
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の

基
本
方
針
や
目
標
を
理
解
し
、
Ｒ
Ｃ
と

連
携
し
な
が
ら
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
ゾ
ー

ン
内
ク
ラ
ブ
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
ゾ
ー
ン
内
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
主
導
的
に
企
画
す
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

４
Ｒ
︱
２
Ｚ
内
で
の
会
議
や
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
前
と
後

で
は
少
し
ず
つ
変
わ
り
複
雑
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
特
に
ゾ
ー
ン
内
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
年
々
増
え
て
き
て

各
ク
ラ
ブ
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
一
旦
原
点
に
立
ち
返
り
精
査
し

て
、
一
年
間
の
ゾ
ー
ン
活
動
の
計
画
を

立
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

孔
子
の
言
葉
に
「
何
事
も
楽
し
ん
で

や
り
な
さ
い
。
楽
し
ん
で
や
る
こ
と
で

思
わ
ぬ
力
が
発
揮
さ
れ
る
の
だ
。」
と

あ
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
信
じ
て
、
楽

し
ん
で
Ｚ
Ｃ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
Ｚ
の
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
、
こ

の
役
職
を
精
一
杯
、
楽
し
ん
で
務
め
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
楽
し

ん
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
何

と
ぞ
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

3R-3ZC
板倉　定夫

（伊予吉田）

4R-1ZC
河野　宏宜

（小豆島）

4R-2ZC
吉田　健二

（八　栗）

4R-3ZC
鴨井　俊徳

（三木さぬき）

4R-4ZC
筒井　伸司

（高松屋島）

ゾーン・チェアパーソン
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６
R
︱
２
Z
は
、
５
つ
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
性
は
あ
り
ま
す
が
、
２
Z

の
家
族
会
も
毎
年
持
ち
回
り
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
も
交
流

が
あ
り
、
大
変
和
気
あ
い
あ
い
と
し

て
気
心
の
通
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
た
く

さ
ん
お
り
ま
す
。
そ
の
輪
を
こ
の
１

年
間
で
も
っ
と
大
き
な
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
５
ク

ラ
ブ
の
会
長
と
共
に
１
年
間
で
何
が

で
き
る
の
か
第
１
回
の
諮
問
会
議
で

意
識
の
共
有
を
は
か
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
方

針
を
つ
ぶ
さ
に
伝
え
、
各
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
生
か
し
て
頂
く
べ
く
積
極
的

に
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
も
参
加
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
ゾ
ー
ン
内
の
会

員
に
地
区
大
会
を
は
じ
め
研
修
行
事

に
参
加
を
促
し
各
メ
ン
バ
ー
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
の
実

現
に
向
け
て
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の

も
と
会
員
拡
大
、
社
会
奉
仕
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
2
4
︱
2
0
2
5
年

度
の
６
R
C
に
２
Z
の
中
土
佐
か
ら

中
城
R
C
が
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
側
面
か
ら
支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｚ
Ｃ
就
任
の
ご
挨
拶

　

今
期
5
R
︱
2
Z
の
ゾ
ー
ン
・

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
、
三
豊
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

十
川
剛
で
す
。

　

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
も
終
わ
り
、

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
戻
り
、
各
ク
ラ
ブ

の
活
動
も
以
前
の
形
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

と
は
言
え
会
員
の
減
少
な
ど
影

響
を
受
け
た
ク
ラ
ブ
も
少
な
く
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

様
な
ク
ラ
ブ
の
持
つ
課
題
を
ゾ
ー

ン
や
リ
ジ
ョ
ン
内
で
共
有
し
、
他
ク

ラ
ブ
の
取
り
組
み
や
事
例
を
知
る

こ
と
で
解
決
す
る
手
立
て
と
な
る

よ
う
、
ク
ラ
ブ
会
長
の
皆
様
と
の
情

報
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

各
々
の
ク
ラ
ブ
が
元
気
で
あ
っ
て

こ
そ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

地
域
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
昨
年
度
を
復
活
の
年
と
す

る
な
ら
ば
、
今
期
は
ガ
バ
ナ
ー
キ
ー

ワ
ー
ド
に
あ
り
ま
す
よ
う
に「
躍
進
」

の
年
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
私
も
そ
の
一
助
と
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
と

き
に
先
輩
か
ら
言
わ
れ
た
「
ラ
イ
オ

ン
ズ
を
楽
し
む
」
を
念
頭
に
置
き
、

Ｚ
Ｃ
の
役
目
を
楽
し
ん
で
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
未
熟

者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
3
3
6
︱
A
地
区
5
R
の

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
丸
亀
京
極

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
栗
林
律

子
で
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
に
入
会
し
て
17
年
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が

石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
輩
出
元
の
ゾ
ー

ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
恥
じ

な
い
よ
う
頑
張
ら
な
く
て
は
と
切
実

に
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

お
引
き
受
け
す
る
に
あ
た
り
、
そ

の
責
務
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
役

割
と
は
、
担
当
す
る
ゾ
ー
ン
内
の
ク

ラ
ブ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
各
ク
ラ

ブ
が
指
導
力
育
成
、
会
員
増
強
、
有

意
義
な
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
の
各
分

野
で
優
れ
た
成
果
を
達
成
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
ま
す
。

　

石
井
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
で
あ

り
ま
す
、
会
員
拡
大
、
社
会
奉
仕
、

指
導
力
育
成
、
L
C
I
F
の
4
つ
の

柱
に
基
づ
く
運
営
方
針
に
し
た
が

い
、
大
島
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
の
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
ゾ
ー

ン
内
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、
意
見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
各
ク
ラ
ブ
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
微
力
な
が
ら
ク
ラ
ブ

の
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
、
全
力

で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

今
期
、
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
も

と
6
R
︱
1
Z
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
高
知
北

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
中
山
政

幸
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
大
役
を
い
た
だ
き
大
変

光
栄
で
あ
る
と
共
に
ク
ラ
ブ
の
代
表

と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
は

様
々
な
役
割
と
責
任
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ご
縁
を
大
切

に
自
分
に
与
え
ら
れ
た
職
責
を
全
う

す
べ
く
精
進
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
坂
出
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
活
動
基
本
方
針
や
目

標
、
目
的
に
基
づ
き
中
城
6
R
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
1
ゾ
ー
ン
5
ク

ラ
ブ
の
皆
様
と
と
も
に
楽
し
い
ラ
イ

オ
ン
ズ
活
動
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

石
井
3
3
6
︱
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
［
自
信
と
誇
り
を

も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
］、
ガ
バ
ナ
ー

キ
ー
ワ
ー
ド
は
［
躍
進
］
で
あ
り
ま

す
。
皆
様
と
共
に
明
る
く
笑
顔
で
、

心
を
一
つ
に
し
て
進
ん
で
参
り
ま

し
ょ
う
。
結
び
と
い
た
し
ま
し
て
自

身
の
健
康
管
理
、
体
調
管
理
に
は
十

分
注
意
し
微
力
な
が
ら
一
年
間
努
め

て
参
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

6
リ
ジ
ョ
ン
3
ゾ
ー
ン
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

引
き
継
ぐ
に
あ
た
っ
て

　
今
年
は
四
万
十
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
結
成
60
周

年
の
年
を
迎
え
、開
会
の
準
備
を
し
て
い
る
最
中
で
も

あ
り
、や
っ
と
の
思
い
で
の
宇
多
津
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
参
加
で
御
座
位
ま
し
た
。
ガ
バ
ナ
ー
・
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」

ガ
バ
ナ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
躍
進
」で
し
た
。

　
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
基
本
方
針
を
学
び
訓
練
を
受
け

ま
し
た
。皆
で
楽
し
く
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。が
、次

の
会
の
為
に
、沢
山
の
地
区
の
運
営
で
お
世
話
に
な
る

事
務
局
の
方
々
に
は
残
念
に
も
ご
挨
拶
も
出
来
無
い
ま

ま
帰
る
事
に
、又
一
番
大
切
な
懇
親
会
に
も
残
れ
ず
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。又
高
知
の
6
リ
ジ
ョ
ン
で
ゾ
ー

ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
引
き
継
ぎ
会
も
同
じ
く
顔
合
わ

せ
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、急
用
の
為
に
懇
親
会
に

は
残
れ
ず
、重
要
な
交
流
は
出
来
無
い
ま
ま
に
終
わ
り

ま
し
た
。そ
の
為
に
そ
こ
か
ら
先
は
我
が
ク
ラ
ブ
で
の

60
周
年
記
念
式
典
と
交
流
会
で
の
交
換
会
で
知
り
合
う

し
か
あ
ま
せ
ん
で
し
た
。体
も
頭
も
高
齢
で
劣
化
し
、不

安
の
有
る
中
で
の
就
任
の
時
を
迎
え
る
事
に
、が
式
典

の
中
で
多
く
の
6
リ
ジ
ョ
ン
や
3
ゾ
ー
ン
の
メ
ン
バ
ー

の
方
々
の
励
ま
し
を
頂
き
ま
し
た
事
は
大
変
嬉
し
く
希

望
を
感
じ
ま
し
た
。さ
て
就
任
す
る
に
あ
た
っ
て
最
近

物
忘
れ
が
激
し
く
な
り
、何
辺
に
付
け
て
も
事
務
局
経

由
で
お
願
い
し
な
い
と
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
、お
粗

末
な
人
間
に
成
っ
て
し
ま
っ
て
居
ま
す
。そ
の
為
に
私

へ
の
連
絡
は
是
非
必
ず
事
務
局
経
由
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
知
識
で
ご
ざ
い
ま

す
が
。こ
れ
を
如
何
に
現
実
に
移
す
か
？
が
求
め
ら
れ

ま
す
。も
う
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
処
、会
員
数

が
減
少
し
維
持
が
困
難
に
成
り
つ
つ
あ
る
所
等
の
支
援

を
す
る
事
等
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。ガ
バ
ナ
ー
の

キ
ー
ワ
ー
ド「
躍
進
」の
実
現
と
は
そ
れ
で
あ
る
と
思
っ

て
居
ま
す
。「
思
い
は
実
現
す
る
」を
信
じ
自
信
を
持
っ

て
や
る
事
で
あ
る
。一
つ
指
標
が
あ
る
。＋
－
ゼ
ロ
で
終

わ
れ
ば
そ
れ
も
今
の
時
期
で
は
躍
進
か
も
知
れ
な
い
。

　
そ
れ
ほ
ど
高
齢
化
の
会
員
や
、死
亡
に
よ
る
会
員
が

多
い
の
で
あ
る
。集
落
維
持
が
難
し
い
時
代
に
ど
う
運

営
す
る
の
か
で
あ
る
。会
費
の
問
題
や
例
会
の
在
り
方

の
問
題
等
解
決
を
し
な
が
ら
。果
敢
に
挑
戦
、気
楽
に
実

行
、気
楽
に
実
践
を
し
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ダ
メ
で
元
々
、と
に
か
く
「
や
っ
て
み
よ
う
。飛
ん

で
み
よ
う
。」

5R-1ZC
栗林　律子

（丸亀京極）

5R-2ZC
十川　剛

（三　豊）

6R-1ZC
中山　政幸

（高知北）

6R-2ZC
竹下　雅典

（須　崎）

6R-3ZC
植田　英久

（四万十）

ゾーン・チェアパーソン
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就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
７
Ｒ
︱
２
Ｚ
ゾ
ー
ン
・

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
就
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
土
佐
山
田
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
府
川
一
で
す
。
こ

の
よ
う
な
大
役
を
拝
命
し
身
の
引
き

締
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
会
８
年
目
に
な
り
、
そ
の
間
に

ク
ラ
ブ
の
会
長
、
幹
事
の
経
験
が
あ

る
と
言
い
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
勉
強
不

足
で
あ
り
、
こ
の
度
、
こ
の
よ
う
な

大
役
を
務
め
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て

は
大
き
な
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、
お

受
け
し
た
か
ら
に
は
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
白
坂
リ
ジ
ョ
ン・チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
の
ご
指
導
の
も
と
ゾ
ー
ン
内
の

意
見
や
要
望
な
ど
の
橋
渡
し
の
役
目

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

土
佐
山
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

７
Ｒ
内
で
一
番
小
さ
な
ク
ラ
ブ
で
未

だ
会
員
増
強
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
活
気
あ
る
ゾ
ー
ン
内
は
若
い
会

員
も
多
く
所
属
ク
ラ
ブ
の
発
展
も
含

め
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

今
期
７
リ
ジ
ョ
ン
1
ゾ
ー
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
致
し
ま
し
た
高

知
鏡
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
清
遠

和
身
で
す
。

　

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
は
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
監
督
の

下
、
専
門
分
野
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
補
佐
す
る
と
あ
り

ま
す
。ま
た
、ク
ラ
ブ
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
も
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
と
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
で
あ
り
ま
す
。

　

今
期
、
白
坂
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
の
下
で
支
え
、
石
井
地
区

ガ
バ
ナ
ー
を
盛
り
上
げ
る
と
共
に

頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
元
気
、
考

え
を
各
ク
ラ
ブ
に
ス
ム
ー
ズ
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

７
リ
ジ
ョ
ン
１
ゾ
ー
ン
の
皆
様
に

も
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
良

い
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ど
う
か
今
期
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
や
る
し
か
な
い
」
と
の
思
い
で

　

私
は
か
つ
て
常
設
委
員
会
の
委
員

長
を
経
験
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
次

期
地
区
役
員
・
委
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
終
え
た
今
、
過
去
に
経
験

し
た
委
員
長
の
役
割
と
責
任
の
違
い

を
認
識
す
る
と
と
も
に
知
り
、
ゾ
ー

ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
役
割
と
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
が
勉
強
す
る
の
は
勿
論
の

こ
と
、
齋
藤
８
Ｒ
︱
Ｒ
Ｃ
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
ゾ
ー
ン
の
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

石
井
ガ
バ
ナ
ー
は
「
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
普
遍
的
テ
ー
マ
は
会
員
拡

大
、
社
会
奉
仕
、
指
導
力
育
成
、
Ｌ

Ｃ
Ｉ
Ｆ
で
あ
る
」
と
所
信
を
掲
げ
ま

し
た
。
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

の
私
は
、
８
Ｒ
︱
２
Ｚ
の
７
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
に
、「
ガ
バ
ナ
ー
の
所

信
と
運
営
方
針
を
し
っ
か
り
と
伝
え

る
」「
ゾ
ー
ン
内
の
ク
ラ
ブ
の
調
整

を
図
る
」
と
い
う
職
務
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
会
員
減
少

や
奉
仕
活
動
の
見
直
し
な
ど
懸
念
す

る
問
題
が
山
積
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
も

例
会
訪
問
な
ど
に
お
い
て
ゾ
ー
ン
内

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
意
見
を
交
わ

し
、
共
に
考
え
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
「
77
歳　

絶
好
調
」
の
石
井
ガ
バ

ナ
ー
の
声
を
励
み
に
、こ
の
１
年
間
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
期
7
Ｒ
︱
3
Ｚ
Ｃ
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

高
知
安
芸
Ｌ
Ｃ
の
門
脇
茂
利
と
申
し

ま
す
。

　

入
会
以
来
25
年
と
な
り
ク
ラ
ブ
会

長
を
数
回
経
験
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
度
思
い
が
け
な
く
大
役
を
お
引

き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
所
で
す
。

　

ど
の
ク
ラ
ブ
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

大
変
だ
っ
た
ク
ラ
ブ
運
営
が
、
以
前

の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
後
遺
症
に
悩
ん
で
い
る

ク
ラ
ブ
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
活
力
を

取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

地
域
に
少
し
で
も
お
返
し
が
で
き
れ

ば
と
の
思
い
で
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
初
心
に
返
り
、

改
め
て
地
域
へ
の
奉
仕
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
と
も
に
、

7
Ｒ
︱
3
Ｚ
Ｃ
と
し
て
の
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
1
年
間
、
地
区
役
員
や
各
ク

ラ
ブ
・
会
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
初
め
て
の
地
区
役
員
で
あ
る

8
R
︱
1
Z
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
、
徳
島
す
だ
ち
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
三
居
誠
で
す
。

　

私
自
身
ま
だ
ま
だ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

入
会
歴
も
浅
く
、
そ
の
重
責
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
が
私
ど
も
の
８
R
︱

1
Z
の
優
れ
た
の
皆
様
方
の
ご
指
導
を
受

け
つ
つ
、
勉
強
し
な
が
ら
自
己
成
長
し
今

期
1
年
間
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
昨
年
に
ク
ラ
ブ
会
長
を
さ
せ
て
頂

き
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
落
ち
着
き
だ
し
い

ろ
い
ろ
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
い
ク
ラ

ブ
会
員
の
皆
様
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教

わ
り
ま
し
た
。
ま
た
向
第
一
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
と
共
に
８
R
・
９
R
各
ク
ラ
ブ
様
の

例
会
に
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
様
々
な
活
動
を
知
る
こ
と

が
出
来
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
素
晴
ら

し
さ
を
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
期
は
Z
C
と
い
う
立
場
か
ら
、
1

ゾ
ー
ン
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
齋
藤
8
R

︱
R
C
を
お
支
え
し
、
石
井
3
3
6
︱
A

ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と
誇
り

を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」に
従
い
ま
し
て
、

地
区
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
若
さ
を
生
か
し
て
会
員
拡
大
に
も
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

自
分
自
身
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
が
日
々
勉

強
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
の
座
右
の
銘

は
「
経
験
こ
そ
力
な
り
」
で
す
。
職
務
を

遂
行
し
な
が
ら
、い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
、

日
々
勉
強
し
て
い
き
な
が
ら
精
一
杯
務
め

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

7R-1ZC
清遠　和身

（高知鏡川）

7R-2ZC
府川　一
（土佐山田）

7R-3ZC
門脇　茂利

（高知安芸）

8R-1ZC
三居　誠
（徳島すだち）

8R-2ZC
関　勝美
（徳島中央）

ゾーン・チェアパーソン
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今
期
、
９
R
︱
1
Z
ゾ
ー
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
と
地
区
G
A
T
新
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
、
ま
た
複
合
地

区
で
は
会
則
及
び
付
則
・
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
編
集
副
委
員
長
と
し
て
一

年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
北
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
所
属
一
宮
昭
夫
と
申
し
ま
す
。

ど
う
や
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
漬
け
の
一
年

間
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

昨
年
度
よ
り
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
・
５

が
発
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
会

員
拡
大
の
絶
好
の
契
機
と
捉
え
、
石

井
淑
雄
ガ
バ
ナ
ー
活
動
方
針
の
下
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
普
遍
的
テ
ー

マ
で
あ
る
会
員
拡
大
、
社
会
奉
仕
、

指
導
力
育
成
、
L
C
I
F
に
推
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
リ
ジ
ョ
ン
内
で
の
連
携
を

強
め
、
情
報
を
共
有
し
、
知
識
を
学

び
、
交
流
を
深
め
て
会
員
の
満
足
度

が
高
ま
る
よ
う
心
掛
け
、
楽
し
い
ラ

イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
フ
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

所
属
の
北
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

を
は
じ
め
1
ゾ
ー
ン
の
会
員
の
皆
様

に
は
何
か
と
ご
面
倒
、
お
手
数
お
掛

け
す
る
事
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の

１
年
間
、
ゾ
ー
ン
の
為
に
誠
心
誠
意

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
頂
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
９
R
︱
２
Z
C
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
、
神
山
L
C
所
属
の

赤
星
朝
彦
と
申
し
ま
す
。

　

５
月
に
開
催
さ
れ
た
役
員
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
今
期
の

ガ
バ
ナ
ー
方
針

① 
地
区
ス
ロ
ー
ガ
ン
地
球
を
守
る
、

人
を
護
る

② 
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン　

自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ

③ 

キ
ー
ワ
ー
ド　

躍
進　

と
ご
教
示

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ガ
バ
ナ
ー
所
信
で
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
普
遍
的
テ
ー
マ

で
あ
る
会
員
拡
大
、
社
会
奉
仕
、
指

導
力
育
成
、
L
C
I
F
に
つ
い
て
熱

く
、よ
り
明
確
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

９
R
２
ゾ
ー
ン
の
ク
ラ
ブ
会
員

個
々
人
が
ガ
バ
ナ
ー
方
針
を
共
有
し

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
ク
ラ
ブ
例
会
訪
問
や
諮
問
委

員
会
等
を
通
じ
て
周
知
指
導
に
努
め

て
い
く
所
存
で
す
。

　

特
に
、
会
員
拡
大
に
つ
い
て
は
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
・
５
が
発
出
さ
れ
た

こ
と
で
も
あ
り
、
最
重
点
課
題
で
あ
る

と
考
え
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ライオンズクラブ国際協会336-A地区
2024～2025年度　地区ガバナー公式訪問

開催日 R 時　間 場　所

2024年 8月 3 日 土 5Ｒ
受　付　13：00～13：30
会　議　13：30～16：00
懇親会　16：15～18：00

ホテルアネシス瀬戸大橋

2024年 8月 4 日 日 4Ｒ 13：00～15：45 パールガーデン

2024年 8月17日 土 6Ｒ
受　　付　13：30～13：50
公式訪問　14：00～16：30
懇 親 会　16：40～18：00

公式訪問　中土佐町民交流会館
懇 親 会　おもや
（懇親会場があまり広くない為、当クラブ会員
　出席者は立席などで対応）

2024年 8月18日 日 7Ｒ 14：15～17：00
（13:30～控室利用可） 高知プリンスホテル

2024年 8月24日 土 8Ｒ 14：30～18：30
（懇親会含） サンシャイン徳島

2024年 8月25日 日 9R 13：00～ 阿波観光ホテル

2024年 8月31日 土 2Ｒ 会　議　14：00～17：00
懇親会　17：30～19：00 リーガロイヤルホテル新居浜

2024年 9月 7 日 土 3Ｒ 14：00～16：00 八幡浜商工会館 5F 大ホール

2024年 9月 8 日 日 1Ｒ
受　付　13：00～ 
会　議　13：30～17：00
懇親会　会議終了後～19：30

ANAクラウンプラザホテル松山

9R-1ZC
一宮　昭夫

（北　島）

9R-2ZC
赤星　朝彦

（神　山）

ゾーン・チェアパーソン・地区ガバナー公式訪問
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委　員

委　員

1R
中西　義則
（伊予）

2R
越智　通泰
（東予）

3R
久保　昭生
（大洲）

4R
冨田　義雄
（長尾）

5R
多田　雅彦
（うたづ）

6R
竹本　範雄
（伊野）

7R
西村　泰昭
（高知黒潮）

8R
大村　潤

（徳島マリンピア）

9R
中尾　修
（鳴門西）

1R
芳之内　徹
（砥部）

2R
藤田　修生
（新居浜ひうち）

3R
山本　真二
（内子）

4R
田中　貞男
（東かがわ）

5R
松岡　良隆
（観音寺中央）

6R
高橋　雄造
（中土佐）

7R
池添　英雄
（高知りょうま）

8R
庄野　亨

（徳島やまもも）

9R
南　恒生
（脇）

　

こ
の
た
び
G
A
T
・
G
M
A
・
会
則
・

m
i
s
s
i
o
n
1
・
5
委
員
長
に
就
任
し
ま
し

た
観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
大
河
内　

孝

と
申
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
委
員
長
と
し
て
の
機
会
を
い
た
だ

き
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
委
員
会
名

に
「
m
i
s
s
i
o
n
1
・
5
」
が
入
り
ま
し
た
。

石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
に
お
い
て
も

会
員
拡
大
は
普
遍
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
各
ク
ラ
ブ
の
会
員
純
増
、
26
ゾ
ー

ン
で
は
1
つ
以
上
の
ク
ラ
ブ
支
部
創
設
の
促
進

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

m
i
s
s
i
o
n
1
・
5
と
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
地
域
社
会
の
増
え
続
け
る
ニ
ー
ズ
に

よ
り
良
い
形
で
応
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く

の
奉
仕
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
世
界
中
で
会
員

数
1
5
0
万
人
を
達
成
し
よ
う
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
毎
年
全
て
の
地
区
で
新
ク
ラ
ブ
が
結

成
さ
れ
、
既
存
の
ク
ラ
ブ
が
会
員
数
純
増
で
終

え
る
事
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
し
い
会
員
が
増
え
る
事
に
よ
り
、
奉
仕
の

絶
対
量
が
増
え
ま
す
。
多
様
な
会
員
が
異
な
る

特
技
や
経
験
を
活
か
し
、
新
し
い
斬
新
な
方
法

で
奉
仕
を
行
い
ま
す
。
新
会
員
は
奉
仕
に
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
ア
イ
デ
ア
と
新
た
な
人
手
を
持
ち

込
ん
で
く
れ
、
ク
ラ
ブ
が
成
長
す
れ
ば
地
域
社

会
へ
の
影
響
力
が
増
し
ま
す
。

　

良
い
こ
と
づ
く
め
の
会
員
増
強
、
各
ク
ラ
ブ

に
お
か
れ
ま
し
て
は
是
非
と
も
積
極
的
な
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
も
一
年
間
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
期
よ
り
委
員
会
名
が
昨
年
度
と
比
べ
て
少

し
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
区
誌
を
中
心
と

し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
い
う
も
の
を
、
ク

ラ
ブ
間
ま
た
会
員
相
互
の
情
報
交
換
の
ツ
ー
ル

の
一
つ
と
し
て
９
つ
の
地
区
の
９
名
の
委
員
さ

ん
の
ご
協
力
を
賜
り
一
年
を
通
し
て
発
刊
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

冊
子
は
従
来
と
同
じ
よ
う
に
年
４
回
の
発
行

と
い
う
事
で
考
え
て
お
り
ま
す
。
題
字
に
関
し

ま
し
て
も
思
い
入
れ
の
あ
る
“
四
国
”
と
い
う

タ
イ
ト
ル
名
称
を
継
承
し
て
ま
い
り
ま
す
。
表

紙
を
飾
る
画
像
（
写
真
）
に
関
し
ま
し
て
は
、

４
県
そ
れ
ぞ
れ
の
“
海
・
島
・
自
然
”
を
テ
ー

マ
に
捉
え
、
香
川
→
愛
媛
→
高
知
→
徳
島
と
順

番
に
取
り
上
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
～
２
０
２
５
年
度
国
際
会
長
の

フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・
オ
リ
ベ
イ
ラ
会
長
の
提
唱
し

て
お
ら
れ
る
、「
と
も
に
私
た
ち
の
足
跡
を
し

る
す
」
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
お
る
よ
う
に
、
地

域
社
会
で
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
い

う
項
目
の
中
に
於
い
て
、
優
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
P
R
を
行
う
事
が
大
切
だ
と
い
う
一
文

が
載
っ
て
い
ま
す
。
地
区
誌
は
常
に
私
た
ち
の

奉
仕
活
動
と
共
に
あ
り
ま
す
。

　

今
期
も
地
区
誌
を
中
心
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
と
い
う
も
の
を
、
決
し
て
内
向
き
だ
け
で

は
な
く
外
に
向
け
て
も
分
か
り
易
く
且
つ
具
体

的
に
丁
寧
な
表
現
で
発
信
し
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
一
年
間
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

G
A
T
・
G
M
A
・
会
則
・

　

m
i
s
s
i
o
n
1
・
5
委
員
会

　

委
員
長
　
大
河
内
　
孝
（
観
音
寺
）

Ｍ
・
地
区
誌
・

　

D
i
g
i
t
a
l
委
員
会

　

委
員
長
　
宮
本
　
俊
一
（
坂
出
白
峰
）

チーム・常設委員会
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委　員

委　員

1R
武知　美穂
（松山城東）

2R
久保　智秀
（今治東）

3R
藤川　広治
（伊方）

4R
正木　一志
（高松葵）

5R
福家　稔
（坂出白峰）

6R
近藤　由香利
（高知柏）

7R
平山　雅邦
（高知中央）

8R
吉本　憲二
（土成）

9R
広瀬　和範
（徳島眉山）

1R
近藤　淳
（松山南）

2R
海野尾　良枝
（今治くるしま）

3R
豊田　恵介
（宇和島）

4R
池田　亜葵子
（高松西）

5R
小出　章寛
（観音寺）

6R
大窪　和男
（高知東）

7R
甲藤　雄司
（南国）

8R
米㟢　賢治
（小松島）

9R
檜原　司
（阿波池田）

就
任
の
挨
拶

　

こ
の
度　

青
少
年
・
L
C
I
F
・
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
、
曽
根

昭
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
大
役
に
緊
張
し
て

お
り
ま
す
が
、
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
指
導
の

も
と
に
一
年
間
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

当
委
員
会
の
担
当
す
る
奉
仕
活
動
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
L
C
I
F
に
つ
い
て
は
、
石
井

ガ
バ
ナ
ー
の
所
信
に
も
あ
り
ま
す
様
に
、
大
変

重
要
な
活
動
で
あ
り
ま
す
。
地
区
の
目
標
と
し

て
、
今
期
は
44
・
8
万
ド
ル
の
献
金
で
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交
付
金
の
活

用
も
お
願
い
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
に
関
し
て
は
本
当
に

良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
の
で
各
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
そ

の
普
及
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
期
の
平
和
ポ
ス
タ
ー
の
テ
ー
マ
は

「
限
り
な
い
平
和
」
で
す
。
各
ク
ラ
ブ
に
応
募

要
領
を
周
知
し
、
多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

薬
物
乱
用
防
止
活
動
に
お
い
て
は
、
そ
の
活

動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
各
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
薬
物
乱
用
防
止

教
育
認
定
講
師
養
成
講
座
の
開
催
等
を
通
じ
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
様
に
多
く
の
奉
仕
活
動
が
あ
り
ま
す

が
、
一
年
間
、
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
自
身
の
健
康
に
も
留
意
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
邁
進
す
る
所
存
で
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

地
球
環
境
の
悪
化
は
年
々
深
刻
化
し
て
い
ま

す
が
、
社
会
活
動
を
平
穏
に
行
う
た
め
に
は
地

球
の
環
境
が
健
全
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

深
刻
化
し
て
い
る
環
境
問
題
で
、
ま
ず
一
番
に

で
き
る
こ
と
は
ゴ
ミ
拾
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
き
れ
い
な

状
態
に
守
っ
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
生

活
や
生
態
系
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
地
球
上
の
貴
重
な
資
源
を
守
る
た

め
に
紙
の
使
用
量
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
皆
さ
ん
と
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
は
、
四
献
運
動

を
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
で
罹
患
率
が
急
速
に
増
加
し
て

い
る
糖
尿
病
に
つ
い
て
、
例
会
や
研
修
会
な
ど

で
糖
尿
病
の
啓
発
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
も
お
願
い
し
た
い
で
す
。
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が

ら
2
～
3
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
計
画
し
て
み

る
の
も
1
つ
の
案
で
す
。

　

従
来
か
ら
の
継
続
事
業
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
S
D
G
s
の
17
の
目
標
の
う
ち
何
が
で
き

る
か
考
え
1
つ
で
も
多
く
実
践
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
少
年
・
L
C
I
F
・

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会

　

委
員
長
　
曽
根
　
昭
一
（
三　

豊
）

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員
会

　

委
員
長
　
東
條
　
仁
（
こ
ん
ぴ
ら
）

チーム・常設委員会
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1R
眞鍋　洋聡
（松山ホスト）

副委員長
中西　裕三
（坂出白峰）

2R
近藤　信行
（伊予土居）

7R
佐賀野　智也
（土佐本山）

8R
山下　実
（阿波勝浦）

9R
井上　宣英
（鳴門）

委　員

委　員

副委員長
猪熊　浩一
（坂出白峰）

1R
田中　孝幸
（松山西）

2R
織田　秀樹
（東予）

3R
寺尾　幸記
（大洲）

5R
宮下　剛
（三豊）

6R
藤戸　啓朗
（須崎）

7R
橋本　孝志
（高知よさこい）

9R
板東　理人
（北島）

4R
山内　義広
（志度）

8R
堀江　和規
（徳島すだち）

3R
小玉　忠重
（野村）

4R
宮崎　政一
（高松北）

5R
川﨑　泰史
（綾歌郡）

6R
濱田　周子
（宿毛）

　

今
期
、
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
ア
ラ
ー
ト

委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で

２
年
間
、
ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム
副
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
３
年
目
の
今
期
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
を
ベ
ー
ス
に
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
２
月
に
「
全
国
ア
ラ
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
in
岡
山
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
ア
ラ
ー
ト
委
員
会

の
大
き
な
役
割
は
、
支
援
側
と
受
援
側
を
つ
な

ぎ
、
被
災
し
た
地
区
か
ら
の
支
援
要
請
へ
の
対

応
と
共
に
、
ク
ラ
ブ
や
地
区
に
よ
る
支
援
を
確

実
に
被
災
者
へ
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と

で
あ
る
と
、
能
登
半
島
地
震
で
現
地
に
入
っ
た

メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
３
６
︱
Ａ
地
区
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
が
発
生
し
た
際
に
は
、
甚
大
な
る
被
害
が
想

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
11
月
23
日
に

香
川
県
宇
多
津
町
で「
地
区
ア
ラ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
被
災
地
支
援
・
受
援
の
経
験
者
の

話
を
伺
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
対
応
を
考
え

る
契
機
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
積
極
的

な
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
で

あ
れ
ば
、「
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
助
け
る
」

と
い
う
気
持
ち
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
ア
ラ
ー
ト
活
動
と
い
う
の
は
、
特
別
な

委
員
会
の
活
動
で
は
な
く
、
ラ
イ
オ
ン
ク
ラ
ブ

の
活
動
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
度
、
3
3
6
︱
A
地
区
Y
C
E
・
国
際
関
係
・

ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
坂
出
白
峰
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
泉
川

道
広
と
申
し
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
来
、
Y
C
E
事
業
の
目
的
は
「
世
界
の
人
々
の
間

に
相
互
理
解
の
精
神
を
つ
ち
か
い
発
展
さ
せ
る
」
と
い

う
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
第
一
目
的
を
推
進
す
る
た
め
の
一

つ
の
手
段
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、

　

⑴　

他
国
の
人
と
接
す
る
機
会
を
青
少
年
に
与
え
る
。

　

⑵　

 

異
な
る
文
化
的
背
景
を
持
つ
家
庭
や
地
域
社
会

の
生
活
を
経
験
さ
せ
る
。

　

⑶　

 

ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
を
通
し
て
、
国
際
理
解
と
親
善

を
促
進
す
る
。
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
約
５
年
前
か
ら
大
流
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、
諸
外
国
と
の
交
流
が
途
絶
え
い

ま
だ
元
に
は
戻
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。
ま
た
、

近
年
日
本
か
ら
諸
外
国
に
留
学
す
る
学
生
が
減
っ
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。

　

1
9
6
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
Y
C
E
事
業
の
火
を
消

さ
な
い
た
め
に
も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
「
何
が

あ
っ
て
も
必
ず
Y
C
E
事
業
を
再
開
す
る
ぞ
。」
と
の
強

い
気
持
ち
で
臨
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
4
～
2
0
2
5
年
度
に
、
M
D
3
3
6
Y
C
E

活
動
が
再
開
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、各
準
地
区
で
は
、キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
会
議
、
各
リ
ジ
ョ
ン
会
議
、
各
ゾ
ー
ン
の
ガ
バ

ナ
ー
諮
問
委
員
会
の
席
で
再
開
に
向
け
て
の
議
論
を
積
極

的
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

青
少
年
の
為
に
な
る
奉
仕
事
業
を
行
う
機
会
を
与
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
1
・
5
に
伴
い
、
ク
ラ
ブ
支
部
結
成
等
と
柔
軟
に

絡
め
て
裾
野
を
広
げ
て
い
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ラ
ー
ト
委
員
会

委
員
長
　
出
射
　
隆
文

（
高
松
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

336-A 地区アラート委員長 
い で い

出射 隆文 

2022年10月7日 2023年2月18日

2024 年 11月23日（土・祝）

ホテルアネシス瀬戸大橋
〒769-0206　香川県綾歌郡宇多津町浜六番丁81-1

336-Ａ地区

アラートセミナーの開催について

　2022～2023年度、336-A地区に初めてアラートチームが結成され、今年度で3年目になります。結成され
た年度に全国で開催されたアラートに関するフォーラムやセミナーに参加し、アラートに関する見識を深めると
ともに、全国的に活躍している（一社）日本ライオンズアラート委員会や各地区のアラート委員会のメンバーと
知り合えたことは、私自身にとって、大きな財産となっています。 

　また、全国アラートフォーラム2024in岡山が今年2024年2月3日に
開催され、能登半島地震の支援についても報告がありました。
　また、昨年のMD336アラートセミナーと同様に、香川大学防災士ク
ラブの活動について学生から報告がありました。
　20年以内の発生確率が60％程度に引き上げあれた南海トラフ
巨大地震ですが、336-A地区のライオンズクラブとして、今後どのよ
うに対応していくかを考えていかないといけません。

　そこで、336-A地区のメンバーにも全国的に活動しているアラートメンバーの
取り組みを知るとともに、懇親を深めていただきたいと思い「336-Ａ地区アラート
セミナー」を以下の予定で計画しています。詳細については決まり次第各クラブ
事務局にご連絡いたします。多くのメンバーに参加いただきますようお願い申し
上げます。 

全国アラートフォーラム 2023 in 東北MD336アラートセミナー（岡山）

日　時

会　場

セミナー 懇親会  17:30～19:3013:30～16:30

Y
C
E
・
国
際
関
係
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
委
員
会

　

委
員
長
　
泉
川
　
道
広
（
坂
出
白
峰
）

チーム・常設委員会
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336-A 地区アラート委員長 
い で い

出射 隆文 

2022年10月7日 2023年2月18日

2024 年 11月23日（土・祝）

ホテルアネシス瀬戸大橋
〒769-0206　香川県綾歌郡宇多津町浜六番丁81-1

336-Ａ地区

アラートセミナーの開催について

　2022～2023年度、336-A地区に初めてアラートチームが結成され、今年度で3年目になります。結成され
た年度に全国で開催されたアラートに関するフォーラムやセミナーに参加し、アラートに関する見識を深めると
ともに、全国的に活躍している（一社）日本ライオンズアラート委員会や各地区のアラート委員会のメンバーと
知り合えたことは、私自身にとって、大きな財産となっています。 

　また、全国アラートフォーラム2024in岡山が今年2024年2月3日に
開催され、能登半島地震の支援についても報告がありました。
　また、昨年のMD336アラートセミナーと同様に、香川大学防災士ク
ラブの活動について学生から報告がありました。
　20年以内の発生確率が60％程度に引き上げあれた南海トラフ
巨大地震ですが、336-A地区のライオンズクラブとして、今後どのよ
うに対応していくかを考えていかないといけません。

　そこで、336-A地区のメンバーにも全国的に活動しているアラートメンバーの
取り組みを知るとともに、懇親を深めていただきたいと思い「336-Ａ地区アラート
セミナー」を以下の予定で計画しています。詳細については決まり次第各クラブ
事務局にご連絡いたします。多くのメンバーに参加いただきますようお願い申し
上げます。 

全国アラートフォーラム 2023 in 東北MD336アラートセミナー（岡山）

日　時

会　場

セミナー 懇親会  17:30～19:3013:30～16:30

アラートセミナーの開催について
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[第71回] 336-A地区年次大会のご案内

第71回 地区年次大会
大会委員長

内海 武彦
（多度津）

大会事務局長

武林 正樹
（多度津）

大会事務局次長

津山 聖司
（綾歌郡）

大会事務局次長

冨家 光彦
（坂出白峰）

大会会計

高橋 啓二
（観音寺）

　
第
70
回
、
3
3
6
―
A
地
区
年
次

大
会
（
in
高
知
）
は
、
非
常
に
印
象

的
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
大
会
の
最
終
章
で
、

山
﨑
ガ
バ
ナ
ー
が
タ
キ
シ
ー
ド
の

上
着
を
と
り
、
舞
台
の
袖
で
ギ
タ
ー

を
か
か
え
、
他
の
二
人
の
方
と
共

に
、
音
楽
を
奏
で
、
曲
に
合
わ
せ

て
「
ガ
ン
バ
レ
、
頑
張
れ
、
石
井
」

と
次
期
ガ
バ
ナ
ー
石
井
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
次
期
大
会

運
営
の
参
考
に
す
る
た
め
見
て
い

て
、「
こ
り
ゃ
ー
真
似
で
き
な
い
わ
」

と
思
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
71
回
年
次
大
会
の
運
営
に
関
わ
る

5
R
メ
ン
バ
ー
に
は
、〝
さ
ぬ
き
う

ど
ん
〞
の
ね
ば
り
よ
ろ
し
く
、
夢
と

ア
イ
デ
ア
を
結
集
し
て
、
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
期
地
区
年
次
大
会
は
香
川
県
讃

■と　き／2025年4月5日（土）・6日（日）
■ところ／綾歌郡総合文化会館アイレックス（丸亀市）
■と　き／2025年4月5日（土）・6日（日）
■ところ／綾歌総合文化会館アイレックス（丸亀市）

岐
平
野
の
ど
真
ん
中 「
ア
イ
レ
ッ
ク

ス
」で
開
き
ま
す
。
少
し
山
手
に
は
、

四
国
で
唯
一
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク 「
レ

オ
マ
ワ
ー
ル
ド
」
が
あ
り
、春
に
は
、

百
花
繚
乱
と
な
る
庭
園
も
有
り
ま

す
。
会
場
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に

テ
ン
ト
を
張
り
、
屋
台
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
並
べ
、
祭
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

雰
囲
気
を
つ
く
り
、
そ
し
て
さ
ぬ
き

う
ど
ん
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
料
理

と
生
ビ
ー
ル
で
、
皆
様
と
共
に
語
り

合
い
、
共
に
咲
き
誇
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ま
、
お
孫
さ
ん
、
奥
様

ご
家
族
お
揃
い
で
お
い
で
頂
き
、
レ

オ
マ
で
お
楽
し
み
に
、
メ
ン
バ
ー
は

年
次
大
会
へ
、
お
越
し
下
さ
る
の
も

よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ー
ル
5
R
メ
ン
バ
ー
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

丸亀市綾歌総合文化会館アイレックス

地区年次大会のご案内
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● 2024～2025年度　周年行事予定一覧 ●

R Z クラブ名 周年 予定日 会　場

1
1 松山東 55 2025年1月20日 月 ＡＮＡクラウンプラザホテル松山

3 松山中央 60 2025年5月27日 火 ＡＮＡクラウンプラザホテル松山

2
3
四国中央法皇 45 2025年3月4日 火 ホテルグランフォーレ

川之江中央 35 2025年4月頃 未定

4 西条石鎚 35 2025年3月（未定） 未定

3 1
大洲 65 2025年1月（未定） 料苑たる井

宇和 65 2024年12月頃

4

2
高松東 60 2025年2月23日 日 高松国際ホテル

高松西 50 2025年4月（予定）

4
高松屋島 60 未定

高松北 20 2025年3月27日 木 高松国際ホテル（記念例会）

5
1
坂出 65 2025年4月29日 火 坂出グランドホテル

坂出シニア 15 2025年5月25日 日 坂出グランドホテル

2 こんぴら 45 2024年10月27日 日 式典：四条公民館
祝宴：まなべ結婚式場

6
1 高知北 40 2024年10月26日 土 サウスブリーズホテル2F

3 土佐清水 60 2024年10月20日 日 総合結婚式場 珉宝

7

1 高知鷹城 65 2024年10月6日 日 城西館

2 土佐山田 60 2024年12月上旬 未定

3 高知桂 60 2024年11月4日 月 三翠園（特別記念例会）

8 2
石井 50 2025年5月（未定） 未定

徳島やまもも 15 2024年12月（未定） 未定

9

1 北島 35 2025年2月（未定） 未定

2
脇 60 2024年12月14日 土 脇町劇場 オデオン座

徳島藍 30 2024年11月24日 日 JRホテルクレメント徳島

周年行事予定一覧
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2024 年～2025 年度
ガバナーズ・アワードについて

　
今
期
は
別
紙
の
と
お
り
ガ
バ
ナ
ー
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
各
委
員
長
が
起
案
し

た
活
動
計
画
と
な
り
ま
す
。各
ク
ラ
ブ
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
活
動
計
画
を
踏

ま
え
て
継
続
事
業
や
新
し
い
事
業
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
各
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

各
ク
ラ
ブ
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。そ
の
上
で
一
年
間
の
各
ク
ラ
ブ

の
活
動
を
見
守
り
、選
考
会
に
お
い
て
多
く
の
ご
推
薦
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
期
、
各
ク
ラ
ブ
の
社
会
活
動
に
つ
い
て
は
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
デ
ー
タ

管
理
を
行
い
国
際
協
会
へ
の
報
告
1
0
0
％
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。各
リ
ジ
ョ
ン

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
も
そ
の
デ
ー
タ
を
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
の
で
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
各
ク
ラ
ブ
は
2
0
2
4
年
2
月
1
日
〜
2
0
2
5
年
1
月
31
日
の
対
象
期
間
内

に
実
施
さ
れ
た
項
目
を
申
請
書
に
記
入
し
、
参
考
資
料
を
添
え
て
、
所
属
の
Ｒ
Ｃ
、

Ｚ
Ｃ
、地
区
委
員
及
び
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

2
0
2
4
年
2
月
1
日
〜
2
0
2
5
年
1
月
31
日
を
対
象
と
し
ま
す
。

（
2
0
2
4
年
2
月
1
日
〜
6
月
30
日
は
前
年
度
対
象
分
）

2
0
2
5
年
2
月
1
日
〜
6
月
30
日
ま
で
の
申
請
は
、
次
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に

申
し
送
り
ま
す
。

2

　

 

ア
ワ
ー
ド
の
種
類

3

　

 

表
彰
の
方
法

4

　

 

申
請
に
つ
い
て

左
25
頁
参
照

A 

年
次
大
会
に
お
け
る
表
彰

B 

後
期
分
の
引
継
ぎ

1

　

 

選
考
の
方
法

2024～2025年度　アワード選考会ルール及び日程

2025年２月3日（月）
クラブの提出期限

クラブは、期日までにRC・ZC・地区委員・坂出キャビネットに提出する。
（地区公式サイトにてアップロードする）

２月14日（金）
リジョン内集計、協議、委員会提出期限

１）各RCはZC・地区委員を招集しリジョン会議を開く。
　　RC・ZC・地区委員は主管するアワードについて、リジョン内の集計を
　　提出期限までに行う。

２）地区委員会主管のアワードは、各地区委員が主導して説明、協議する。
　　各リジョンの地区委員は、地区委員長に対し報告する。

３）RC主管のアワードはRCが主導して協議し、キャビネットに報告する。

2月21日（金）
地区委員会決定、キャビネット報告期限

各地区委員長が地区内の９人の委員を招集し、主管の地区委員会別にアワード
を決定する。
※委員長は結果をキャビネット及び、RC・及びZCに（最終選考会までに）報告する。

3月1日（土）
キャビネット最終選考会

坂出キャビネットにて最終選考会（下記メンバー）
　　　　　　　・3役（ガバナー・幹事・会計）　3名
　　　　　　　・RC　　　　　　　　　　　　　9名
　　　　　　　・常任委員長　　　　　　　　　 5名
　　　　　　　・アラート　　　　　　　　　　 1名
　　　　　　　・副幹事　　　　　　　　　　  12名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　30名

（注）上記アワードの対象となる2024年2月～6月分は、高知キャビネットから引き継いで、2025年2月～6月分は、次期キャビネットへ
　　　引き継いでいきます。

ガバナーズ・アワードについて
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地区ガバナーズ・アワードの種類（2024～2025年度）
対象期間：2024年2月1日～2025年1月31日

（A）一般表彰
1 ノンライオンでライオンズクラブの奉仕活動に特別の功績のあった方（RCの推薦等）

相当数 キャビネット
2 献眼・献腎・献骨髄をされた方（その都度ガバナーより感謝状を贈る）

（B）クラブ表彰
種　類 授与基準 アワード 選考主管

3 ガバナー特別賞 全てのアクティビティにおいて優秀とされるクラブ 特別賞

キャビネット

4 新規アクティビティ賞 新しい奉仕事業に取り組み、アイディア等で成功したクラブ 優秀賞
5 事業資金獲得賞 アクティビティ資金捻出にあたり、優れた企画をし実践しているクラブ

金・銀・銅6 エクステンション賞・
クラブ支部賞

・結成に至る経緯・経過・結果等を対象とする
・クラブ支部結成エクステンションに卓越した成果を上げたクラブ

7 グッドスタンディング賞 グッドスタンディング賞授与基準による優秀なクラブ
8 特別クラブ功労賞 周年行事を始め、各賞に該当しないが貢献が特に著しいクラブ

相当数
9 100％クラブ幹事賞 任期中目立った業績を残し、国際本部より送付されたクラブ優秀賞を受賞したクラブ幹事を表彰

する。ガバナーによってのみ授与される。

10 地区奉仕活動特別賞

・公共公園、トイレの清掃
・海浜、河川のプラスチックごみ等の清掃を行ったクラブ
・子供食堂への支援に優れた活動を行ったクラブ
・フードバンクへの支援に優れた活動を行ったクラブ
・一日一善を推進し、実践したクラブ

金・銀・銅

11 会員増強賞 会員純増3名以上・特典会員3名以上加入したクラブ

金・銀・銅
GAT・
GMA・
会則・

m1.5委員会

12 公式行事出席優秀賞 ガバナー公式訪問・諮問委員会・クラブ委員長スクール等出席優秀クラブ
13 アクティビティ特別賞 家族会員のアクティビティ参加。人員、相当内容、結果により評価
14 指導力育成活動実行賞 ・新会員オリエンテーション、リーダーシップ研修会等の参加を促進したクラブ
15 クラブ会報優秀賞 クラブ会報誌（ペーパーレス等）総合評価による

金・銀・銅 M・地区誌・
Digital委員会

16 ライオンズ情報・
マスコミ報道優秀賞

・ホームページ・フェイスブック等の活用や、物資の寄贈などでライオンズクラブを地域社会に
　大きくアピールしたクラブ
・アクティビティをマスコミに取り上げられた回数や内容の優れたクラブ

17 大会参加特別賞 国際大会、OSEALフォーラム、複合・準地区年次大会に積極的に参加したクラブ

18 同好会優秀賞 従来の発想を超えた同好会で、クラブ運営や外部へのM（マーケティング）効果に貢献し、実績
を出したクラブ

19 健全育成功労賞 ・青少年に夢と希望を与える機会を提供したクラブ
・青少年に奉仕の機会を提供したクラブ

金・銀・銅
青少年・
LCIF・

ライオンズ
クエスト委員会

20 ありがとうはがき賞 ありがとうはがきの主旨を実践したクラブ
21 平和ポスター賞 平和ポスターコンテストによる　テーマ「限りない平和」
22 MJF賞 年間のべ3名以上に拠出していただいたクラブ
23 LCIF賞 LCIFに貢献の著しいクラブ

24 ライオンズクエスト賞
・クラブ主催のワークショップまたはセミナーを開催したクラブ
・ワークショップに教員を２名以上支援したクラブ
・ワークショップに参加、ライオンズクエストに寄付をしたクラブ
・ライオンズクエストの普及活動に貢献したクラブ

25 薬物乱用防止活動賞 教育現場への啓発活動を行ったクラブ 優秀賞・貢献賞

26 SCP・FWT賞
・ヘアードネーション（小児がん対策）に貢献されたクラブ 金・銀・銅

SCP・FWT
・女性クラブ、キャンパスクラブ及び職域内等のクラブ支部結成に尽力いただいたクラブ 優秀賞

27 環境保全賞
・植樹、花壇の整備 
・SDGsに著しい貢献をしたクラブ（紙の使用量削減等） 
・上記活動に対する写真コンテストで優秀な成績を納めたクラブ

優秀賞・努力賞
環境保全・

保健福祉委員会

28 リサイクル賞 ・眼鏡・古切手・書き損じはがき・ペットボトルキャップ等回収、収集を行ったクラブ

29 保健福祉賞
・献血協力部門 
・献眼協力部門 
・献腎協力・臓器提供部門 
・骨髄バンクドナー登録・骨髄提供部門

30 糖尿病啓発賞 糖尿病啓発活動に尽力されたクラブ
優秀賞・貢献賞

31 社会福祉賞 社会福祉施設等への功労のあったクラブ

32 アラート賞
１）災害対策部門（9月1日防災の日の訓練において優秀な成績を納めたクラブ）

優秀賞・貢献賞 アラート委員会２）救援対策部門（防災、減災、救護活動）優秀なクラブ
３）アラート委員会活動に貢献したクラブ

33 YCEプログラム優秀賞 交換生の受け入れ、派遣を実践したクラブ 優秀貢献賞
YCE・

国際関係・
ライオンズレオ

委員会

34 国際関係賞
１）地元留学生・技能実習生に対する援助を行ったクラブ 金・銀・銅
２）海外クラブとの姉妹締結を行ったクラブ 特別友好賞

35 国際交流賞 地元国際交流協会等との連携事業を行ったクラブ 特別賞
36 ライオンズレオ優秀賞 レオクラブの活動強化に貢献したクラブ 功労賞

（C）個人表彰
種　類 授与基準 アワード 選考主管

特別功労ライオン賞 ライオニズム高揚に特に貢献のあった会員

相当数 キャビネット
大会出席・フォーラム出席賞

地区年次大会5回・10回・15回・20回、それ以上出席した会員
OSEALフォーラム5回・10回・15回・20回、それ以上出席した会員
国際大会5回・10回・15回・20回、それ以上出席した会員

骨髄バンクドナー登録・
骨髄提供 登録者・提供者全員

新会員スポンサー賞 2人以上、スポンサーした会員

クラブ歴＆長寿者　感謝状
85歳以上で45年間以上、ライオンズクラブに在籍されているグッドスタンディング会員

全員
ガバナー公式
訪問時に発表

(授与)90歳以上のグッドスタンディング会員

地区ガバナーズ・アワードの種類
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大会副委員長・事務局長
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クラブ

キャビネット副幹事・大会事務局次長 津山　聖司 綾歌郡

大会副委員長・事務局次長 冨家　光彦 坂出白峰
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第71回 地区年次大会 事務局
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長
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武林　正樹 多度津

ライオ　　ンズクラブ国際協会
336複合　　地区ガバナー協議会事務局

岡山市北区厚生町3-1-15

   　　　　　　　　　　　　 岡山商工会議所6F

ライオンズクラブ国際協会
OSEAL調整事務局

〒100-0011　東京都千代田区内幸町１－３－１

                             幸ビルディング２階
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　〒762-0003

　香川県坂出市久米町1丁目14-14

一般社団法人日本ライオンズ
ライオン誌日本語版委員会

　　　　　　　　　　　坂出商工会館1F

                         JOTOビル9階

TEL0877-35-8201　FAX0877-35-8202 ライオ　　ンズクラブ国際協会
３３６－　　Ａ地区　情報センター

高松市一宮町1170-29

エイドビル　１F　

事務局員
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由
佐

潤
平

浪
越

大
樹

西
条

仁

坂
出
白
峰

竹
田

義
信

坂
出
シ
ニ
ア

秋
山
富
美
男

観
音
寺
中
央

坂
出
白
峰

坂
出
白
峰

ライオンズクラブ国際協会
３３６－Ａ地区

坂出キャビネット事務局

佐藤陽子

吉田玲子

松
山
西

宿

毛

伊

野

多
度
津

坂
出
白
峰

坂
出
白
峰

西
岡

勇
亮

坂
出
白
峰

地区キャビネット副幹事

環
境
保
全
・
保
健
福
祉

松
山
北

坂出白峰

委　　員 橋本　充好

委　　員 長谷 川憲男

松
山
東

長

尾

東

予

志

度

松
山
南

新
居
浜

ひ
う
ち

三

木

さ
ぬ
き

伊
予
吉
田

伊

方

小
豆
島
東

川
之
江

新
居
浜

別

子

三

瓶

宇

和

保

内

今
治
東

小
豆
島

新
居
浜

中

央

松
山
金
亀

伊

予

砥

部

宇
和
島

直

島

今

治

く
る
し
ま

鬼

北

伊
予
三
島

高
松
西

南
宇
和

高
松
東

伊
予
土
居

内

子

伊
予
小
松

八
幡
浜

大

洲

今
治
中
央

高
松
葵

野

村

西
条
石
鎚

今

治

新
居
浜

西

条

委　　員 関野　邦夫 東　予

委　　員

松前　龍宗

高 知 柏
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寺
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田

中
村
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藤
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鴨
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田

健
二
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野

宏
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板
倉

定
夫

十
川

剛

菊池　英充

高松葵 善通寺

植
田

英
久

地区ガバナー
地区GATファシリテーター / 地区GMAリーダ ー / 地区LCIFコーディネーター

石井　淑雄 坂出白峰

３RC

中土佐

４RC

向　和人 徳島すだち 篠原　孝尚 新居浜ひうち

高知りょうま

白坂　吉友

八幡浜みなと

第二副地区ガバナー
地区GMA副リーダー

第一副地区ガバナー
地区GMA副リーダー

５RC

地区GMTコーディネーター
地区GLTコーディネーター
地区GMA副リーダー

原田　和典

鴨島

齋藤　徹

８RC

大河内　孝 観音寺

メンバー 山内　義広 志度

地区GMA新クラブチーム

リーダー

メンバー

松浦　孝仁

一宮　昭夫

丸亀

真鍋　　　隆 こんぴら

地区GMA新会員チーム

リーダー

北島

地区GMA会員満足度チーム

GAT・GMA・会則・mission1.5 委員会

委員長 大河内　孝 観音寺

地区名誉顧問

佐々木哲広

橋本　充好
１RC

蔵本　守雄 高松源平

酒井　公一 高知りょうま

徳島城山

真鍋　　 隆

松前　龍宗

高岡　英治 松山湯築

東　予

高 知 桂

坂出白峰

市村　通夫 鴨　島
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前地区ガバナー
地区名誉顧問会議長

山﨑　勝彦

塩崎　安規

石井
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松
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史
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し
ま
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島
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ま
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亀
京
極
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宮
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浩
司
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井
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務
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長

細
川
千
津
代
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憲
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務
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次
長
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務
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次
長

副
会
計

津
山
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司
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次
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会
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・
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少
年
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人
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島

松
山
西

織
田
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樹

東
予

宮
下

剛

三
豊

寺
尾
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記
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広

志
度
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孝
幸

藤
戸

啓
朗
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本
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江

和
規

須
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よ
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島
す
だ
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ま

副委員長
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賀
野
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池
田
亜
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子
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枝
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大会副委員長・事務局長

善通寺 多度津 三豊 こんぴら 観音寺
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大
平
直
昭

運
営
委
員

久
保
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智
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原
宥
然

野
角
豊
弘

大
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義
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日
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井
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人

松
本
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明
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橋
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二

大
久
保
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樹
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口
友
英
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キャビネット副幹事・大会事務局次長 津山　聖司 綾歌郡

大会副委員長・事務局次長 冨家　光彦 坂出白峰
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彦
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泰
史
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井
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兄
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史

武
林
正
樹
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岡
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広
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明

丸亀 坂出
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白峰

綾歌郡
丸亀
京極

うたづ
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観音寺

大会会計 高橋　啓二

金
井
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三

石
井
勢
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観音寺

副
委
員
長
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利
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正
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武林　正樹 多度津

ライオ　　ンズクラブ国際協会
336複合　　地区ガバナー協議会事務局

岡山市北区厚生町3-1-15

   　　　　　　　　　　　　 岡山商工会議所6F

ライオンズクラブ国際協会
OSEAL調整事務局

〒100-0011　東京都千代田区内幸町１－３－１

                             幸ビルディング２階
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　香川県坂出市久米町1丁目14-14

一般社団法人日本ライオンズ
ライオン誌日本語版委員会

　　　　　　　　　　　坂出商工会館1F

                         JOTOビル9階

TEL0877-35-8201　FAX0877-35-8202 ライオ　　ンズクラブ国際協会
３３６－　　Ａ地区　情報センター

高松市一宮町1170-29

エイドビル　１F　

事務局員
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潤
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仁
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瓶
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ま
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八
幡
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治
中
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高
松
葵

野

村

西
条
石
鎚

今

治

新
居
浜

西

条

委　　員 関野　邦夫 東　予

委　　員

松前　龍宗

高 知 柏

徳島城山川辺　信郎委　　員

委　　員

酒井　公一

高松源平

真鍋　　隆

山地　章靖

高 知 桂

松
山
道
後

松
山
中
央松山湯築

松

山
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ス
ト

東
か
が
わ

栗
林

律
子

池田　昌樹 大島　竹雄

丸
亀
京
極

三
豊

中城　重則

高
松
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中
山

政
幸
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知
北

高
松
屋
島

竹
下
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典

八
栗

丸

亀

須
崎

観
音
寺
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井

伸
司

高

松

６RC
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予
吉
田

中
村

一
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宇
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三
瓶

三
木
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ぬ
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小
豆
島

加
藤
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二

鴨
井

俊
徳

吉
田

健
二

河
野

宏
宜

板
倉

定
夫

十
川

剛

菊池　英充

高松葵 善通寺

植
田

英
久

地区ガバナー
地区GATファシリテーター / 地区GMAリーダ ー / 地区LCIFコーディネーター

石井　淑雄 坂出白峰

３RC

中土佐

４RC

向　和人 徳島すだち 篠原　孝尚 新居浜ひうち

高知りょうま

白坂　吉友

八幡浜みなと

第二副地区ガバナー
地区GMA副リーダー

第一副地区ガバナー
地区GMA副リーダー

５RC
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原田　和典
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齋藤　徹

８RC

大河内　孝 観音寺

メンバー 山内　義広 志度

地区GMA新クラブチーム

リーダー
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松浦　孝仁

一宮　昭夫

丸亀
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地区GMA新会員チーム

リーダー

北島

地区GMA会員満足度チーム

GAT・GMA・会則・mission1.5 委員会

委員長 大河内　孝 観音寺

地区名誉顧問

佐々木哲広
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蔵本　守雄 高松源平
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徳島城山
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東　予

高 知 桂
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市村　通夫 鴨　島
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山﨑　勝彦

塩崎　安規

石井
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松山金亀

関野　邦夫

２RC

新居浜ひうち

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計

高松玉藻

﨑
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﨑
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チ
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則

m
i
s
s
i
o
n
l
.
5

青
少
年
・
L
C
I
F
・
L
Q

板
東

理
人

北
島

松
山
西

織
田

秀
樹

東
予

宮
下

剛

三
豊

寺
尾

幸
記

大
洲

山
内

義
広

志
度

田
中

孝
幸

藤
戸

啓
朗

橋
本

孝
志

堀
江

和
規

須
崎

高
知

よ
さ
こ
い

徳
島
す
だ
ち

り
ょ
う
ま

副委員長

佐
賀
野
智
也

池
田
亜
葵
子

近
藤
由
香
利

海
野
尾
良
枝

〒700
　-0985

〒761
　-8084

TEL 087-88　　 6-9690　FAX　087-885-7282

TEL 086-23　　 4-0695　FAX　086-234-0495

マ
リ
ン
ピ
ア

四
国
中
央
法
皇

四
国
中
央
法
皇

香川

徳島    

愛媛    

高知
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336-A地区会員現況

松山ホスト
松山東
砥部
松山つばき
松山城山
Z小計
松山道後
伊予
松山西
松前
松山北
松山湯築
松山城東
Z小計
松山中央
松山南
松山金亀
松山白鷺
松山センチュリー
Z小計
R合計  
新居浜
新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
Z小計
今治
今治中央
今治東
今治くるしま
Z小計
伊予三島
川之江
伊予土居
四国中央法皇
川之江中央
Z小計
西条
東予
伊予小松
西条石鎚
Z小計
R合計
大洲
宇和
内子
野村
Z小計
八幡浜
三瓶
伊方
保内
八幡浜みなと
Z小計
宇和島
伊予吉田
南宇和
鬼北
Z小計
R合計  

34
50
51
59
47

241
58
45
55
21
28
46
23

276
106
46
58
68
37

315
832
54
11
29
45

139
59
47
37
35

178
41
39
45
32
16

173
65
51
13
37

166
656
41
41
40
15

137
38
14
33
15
36

136
33
19
32
32

116
389

34
53
50
58
50

245
60
48
64
21
27
46
23

289
110
45
59
68
38

320
854
54
12
33
51

150
69
48
38
38

193
44
42
44
33
19

182
68
51
13
39

171
696
44
41
40
14

139
40
13
36
13
33

135
44
18
31
31

124
389

0
3
-1
-1
3
4
2
3
9
0
-1
0
0

13
4
-1
1
0
1
5

22
0
1
4
6

11
10
1
1
3

15
3
3
-1
1
3
9
3
0
0
2
5

40
3
0
0
-1
2
2
-1
3
-2
-3
-1

11
-1
-1
-1
8
9

R Z

1

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

2

3

クラブ名 期首 5月末 増減
0
0

11
38
0

49
0
0

13
0
6
3
0

22
0
0
5
0
4
9

80
2
0
2
0
4
6
0
2
1
9
1

13
13
2
0

29
23
12
0

10
45
87
0

10
16
0

26
0
0
0
0
0
0
1
0
4
6

11
37

家族会員
高松
小豆島
小豆島東
高松葵
高松南
高松フェニックス
Z小計
高松東
高松西
直島
八栗
高松源平
Z小計
東かがわ
長尾
志度
三木さぬき
高松グリーン
Z小計
高松玉藻
高松栗林
高松屋島
高松紫雲
高松空港
高松北
Z小計
R合計
丸亀
坂出
坂出白峰
綾歌郡
丸亀京極
うたづ
坂出シニア
Z小計
観音寺
善通寺
多度津
三豊
こんぴら
観音寺中央
Z小計 
R合計
高知
高知柏
高知東
高知北
高知桜
Z小計
須崎
土佐
伊野
佐川越知
中土佐
Z小計
四万十
土佐清水
宿毛
大方
Z小計 
R合計 

30
45
22
39
17
22

175
45
39
23
27
29

163
34
33
62
49
15

193
22
35
30
62
23
27

199
730
92
39

129
20
60
32
41

413
39
39
58
40
45
20

241
654
72
55
40
32
39

238
26
47
30
16
20

139
56
40
15
22

133
510

31
47
24
45
19
22

188
55
46
21
22
30

174
33
30
82
30
15

190
26
36
29
61
21
26

199
751
92
39

136
21
59
34
41

422
39
40
58
38
45
16

236
658
76
58
42
33
46

255
24
48
30
16
18

136
53
36
15
20

124
515

1
2
2
6
2
0

13
10
7
-2
-5
1

11
-1
-3

20
-19

0
-3
4
1
-1
-1
-2
-1
0

21
0
0
7
1
-1
2
0
9
0
1
0
-2
0
-4
-5
4
4
3
2
1
7

17
-2
1
0
0
-2
-3
-3
-4
0
-2
-9
5

4

1

2

5

6

1

2

1

2

3

3

4

0
7
0
6
7
4

24
11
12
0
8
7

38
9
0

25
8
0

42
8
1
9

16
0
5

39
143

0
4

67
5

19
5
8

108
0
3

20
0

25
0

48
156

8
14
11
13
12
58
0
0
7
3
0

10
10
0
0
3

13
81

高知鷹城
室戸
南国
土佐香南
高知鏡川
Z小計
高知黒潮
土佐山田
土佐本山
高知南
高知よさこい
Z小計
高知桂
高知中央
高知安芸
高知りょうま
Z小計
R合計
小松島
阿南
徳島南
阿波勝浦
徳島マリンピア
徳島すだち
Z小計
徳島中央
石井
徳島城山
上板
徳島吉野川
土成
徳島やまもも
Z小計  
R合計
徳島眉山
鳴門
藍住
板野
鳴門西
北島
Z小計
阿波池田
脇
鴨島
阿波
神山
徳島藍
Z小計  
R合計  

46
23
23
29
32

153
59
11
26
29
41

166
36
57
35
54

182
501
25
49
14
19
34
69

210
13
19
38
30
24
29
29

182
392
26
40
33
26
19
44

188
26
37
27
22
10
27

149
337

47
20
22
31
29

149
56
9

27
31
43

166
38
55
30
53

176
491
27
50
14
19
31
65

206
12
19
37
30
24
30
28

180
386
23
39
30
27
22
41

182
25
37
30
22
9

25
148
330

1
-3
-1
2
-3
-4
-3
-2
1
2
2
0
2
-2
-5
-1
-6

-10
2
1
0
0
-3
-4
-4
-1
0
-1
0
0
1
-1
-2
-6
-3
-1
-3
1
3
-3
-6
-1
0
3
0
-1
-2
-1
-7

7

1

2

8

9

1

2

1

2

3

9
4
0
8
2

23
0
1
6
0

11
18
2

15
2

18
37
78
12
15
4
1
0
0

32
0
4

12
0
0
0
5

21
53
0
0
0
0
0
2
2
0
3
6
5
0
3

17
19

期　間：2023年7月度～2024年5月度

＊2024年5月末時点でのServannAでの月別
会員数となります。
　ServannAと国際協会のMyLCIとは切断
されているため情報の反映に時差が生じて
います。

　家族会員数は再掲です。

R Z クラブ名 期首 5月末 増減 家族会員 R Z クラブ名 期首 5月末 増減 家族会員

地区合計 5,028 5,079 73451

336-A地区会員現況
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私たちがキャビネットスタッフです

会　計

河﨑　和義
（坂出白峰）

副幹事・事務局長

内海　孝
（坂出白峰）

副幹事・事務局次長

今田　憲宏
（坂出白峰）

副幹事・
FWT・GET担当

浪越　大樹
（坂出白峰）

副幹事・YCE・国際関係・
ライオンズレオ担当

西岡　勇亮
（坂出白峰）

副幹事・GAT・GMA・
会則・mission1.5 担当

秋山富美男
（観音寺中央）

副幹事・M・地区誌・
Digital 担当

西条　仁
（坂出白峰）

副幹事・青少年・LCIF・
ライオンズクエスト担当

宮西　浩司
（坂出白峰）

幹　事

森﨑　敏彦
（坂出白峰）

副幹事・事務局次長

細川　千津代
（丸亀京極）

副幹事・副会計

黒井　通
（坂出白峰）

副幹事・
地区年次大会事務局次長

津山　聖司
　（綾歌郡）

副幹事・アラート担当

竹田　義信
　（坂出シニア）

副幹事・環境保全・
保健福祉担当

由佐　潤平
（坂出白峰）

■
事
務
局
員

佐
藤

　陽
子

吉
田

　玲
子

編集後記

　こ
の
度
、
本
号
が
予
定
通
り
の
発
刊
が
出
来
ま

し
た
の
は
、
偏
に
関
係
各
位
の
ご
協
力
な
ら
び
に

ご
尽
力
の
お
陰
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　地
区
誌
が
会
員
相
互
の
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

い
く
と
い
う
の
は
勿
論
の
事
で
す
が
、
各
常
設
委

員
会
・
特
別
委
員
会
か
ら
の
伝
達
発
信
事
項
を
、

よ
り
早
く
、
ま
た
分
か
り
易
く
お
伝
え
す
る
媒
体

で
も
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
従
来
に
も
増
し
て
そ

れ
ら
の
事
に
も
傾
注
し
取
り
組
ん
で
行
く
つ
も
り

で
す
。

　次
号
以
降
も
各
リ
ジ
ョ
ン
９
名
の
M
・
地
区
誌
・

D
i
g
i
t
a
l
委
員
会
の
委
員
さ
ん
の
更
な
る

お
力
も
得
ま
し
て
誌
面
作
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
一
年
間
の
間
で
す
が
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

M
C
・
地
区
誌
・
D
i
g
i
t
a
l
委
員
会 

　

宮
本

　俊
一

【シンボルマークコンセプト】
　昭和63年に開業し昨年4月10日に35周年を迎え
た瀬戸大橋を取り上げ、右側には香川県の県木で
もあるオリーブの木を配している。その木には4つ
のオリーブの果実が実っていて、オレンジ色は愛
媛県、青色は高知県、藍色は徳島県、そして緑色
が香川県を表してます。
　四国4県、9つのリジョン26のゾーン、そして
全会員、この一年間力を併せてWe Serveで邁進
しましょう。

キャビネットスタッフ・編集後記
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〒762-0003  香川県坂出市久米町 1 丁目 14-14
　　　　　　　坂出商工会館 1F  
tel  0877-35-8201　fax  0877-35-8202
mail:sakaidecab@lci336a.org

● 用紙の大きさは、33×50cm 以上 50×60cm 以下の画用紙を使用。
● ポスターには、どの言語であれ、言葉や数字を使ってはならない。
● 鉛筆・クレヨン・マジックペン・絵の具・チョ－クなどを使うことができる。
● 立体作品は受け付けない。のり・テープ・ホッチキスなどいかなる物も添付できない。
● 応募作品は、郵送用の筒に巻いて入れられるように柔軟性のある物でなければならない。
● 生徒一人につき１点だけ提出できます。単独で描いたものに限ります。
● 写真を用いてはならない。コンピューターで制作してはならない。

応 募 規 程

応 募 締 切

2024年11月15日に
11歳、12歳または13歳になっている児童・生徒
（有資格の誕生日は2010年11月16日から2013年11月15日）

2024-2025年度

2024 年 11月 15日（金）

応募できる方

◆テーマ 限りない平和

国際平和ポスターコンテスト第37回

2024 ～ 2025 年度
ライオンズ国際協会
336-Ａ地区　坂出キャビネット事務局

山内　咲和
松山市立南第二中学校 1年

コ メ ン ト：世界中に笑顔が広がり、みんなが平和に楽しく過ごせることを
　　　　　　思いながら描きました。
スポンサー：松山湯築ライオンズクラブ（1R2Z）

ライオンズ国際平和ポスター・コンテストをスポンサーしてくださり、ありがとうござ
います !このコンテストは、地域の子どもたちと共に、平和、寛容さ、国際理解を推進
する素晴らしい機会です。平和を考え、それが自分たちにとって何を意味するかを独
創的に表現し、その独自のビジョンを世界の人々と分かち合うことを、11歳から13歳
の子どもたちに奨励します。

平和ポスター・コンテストの審査
各ポスターは、独創性、芸術性、テーマをどう表現しているかについて審査されます。
ポスターは、地域、地区、複数地区、そして国際的なレベルと、いくつかの段階で審査
されます。国際レベルでは、芸術、平和、青少年、教育、マスコミの各分野から選ばれた
審査員が、1人の大賞受賞者と23人の優秀賞受賞者を決定します。

●1名の国際大賞受賞者には5,000ドルが授与され、特別授賞式に招待されます。
●23名の優秀賞受賞者には、それぞれ500米ドルの賞金と表彰状が贈られます。

地区誌 四国 7・8・9 月
2024 年・第 127 号 No.1
・発行日　令和6年7月20日
・発行所　336-Ａ地区 坂出キャビネット事務局
・発行人　石井淑雄
・企画編集　Ｍ・地区誌・Digital委員会
・印　　刷　株式会社 宮本印刷
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We Serve

平和ポスター・コンテストは30年以上の歴史があるプログラムで、世界各国のライオンズクラブが11歳から13歳の子どもたちを
対象に実施する芸術コンテストです。日々 のニュースで戦争の恐ろしさや平和の大切さを実感している今こそ、平和ポスター・
コンテストを通じて地域の子供たちに平和について考え、自らのビジョンを表現する機会を提供しませんか？

336-A地区 最優秀賞


